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平
成
29
年
６
月
議
会
は
、
６
月
５
日
の
議
案
上
程
、
提
案
説
明
を
受
け
30
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
執
行

部
か
ら
の
提
出
案
件
37
件
と
、議
会
提
出
案
件
２
件
、意
見
書
案
７
件
、計
42
件
を
慎
重
審
議
し
ま
し
た
。

 

人
事

◆
人
権
擁
護
委
員

　

伴ば
ん　

由ゆ

き

こ
起
子
氏
（
甲
賀
町
）

◆
農
業
委
員

　

左
表
の
と
お
り（人

事
案
件
全
員
賛
成
）

 

予
算

◆
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

議
論
が
集
中
し
た
の
は
、
西
部
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
の
設
置
予
定
地
を
水
口

補
正
予
算
め
ぐ
り
大
い
に
議
論
　
可
決

町
山
上
地
先
に
変
更
、
当
初
予
定
地
に

ま
ち
づ
く
り
コ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
建

設
の
た
め
の
費
用
を
計
上
し
た
こ
と
で

す
。

補
正
額　
　

４
億
８
０
９
１
万
９
千
円

補
正
後
の
額　

３
９
４
億
８
０
９
１
万
９
千
円

  

反
対
討
論

●
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
整
備
は
是
非
を

判
断
す
る
材
料
を
欠
い
た
議
案
で
、

多
額
の
支
出
が
見
込
ま
れ
、
補
正
予

算
編
成
の
諸
原
則
に
反
す
る
恐
れ
が

あ
る
。

●
な
ぜ
今
、
当
初
予
定
地
に
、
コ
ア
・

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
立
か
、
プ
ロ
セ

ス
が
不
透
明
。
市
民
や
議
会
の
意
見

を
聞
か
ず
し
て
時
間
が
な
い
か
ら
と

市
の
主
導
は
問
題
だ
。

  

賛
成
討
論

○
東
海
道
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
、
日
本
遺

産
認
定
も
対
応
。
コ
ア
・
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
事
業
は
、
統
一
し
た
提
案
が
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
市
長
の
夢
に
か
け

る
べ
き
。

○
国
の
補
助
採
択
、
寄
附
金
、
財
調
基

金
、
特
例
債
を
有
効
活
用
し
、
施
設

整
備
を
進
め
る
な
ど
地
域
の
活
性
化

や
子
育
て
教
育
の
向
上
等
に
必
要
な

予
算
。

○
ま
ち
づ
く
り
コ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
き
、
一
般
市
民
の
方
も
自
由
に

利
用
で
き
る
機
能
を
持
っ
た
も
の
に

と
の
提
案
に
市
長
も
理
解
を
し
て
頂

い
た
。　
　
　
　
　
　
（
賛
成
多
数
）

◆
第
二
次
甲
賀
市
総
合
計
画
基
本
構
想

及
び
基
本
計
画
を
定
め
る
こ
と

　

こ
の
こ
と
に
つ
き
、
市
議
会
基
本
条

例
に
よ
り
、
議
決
を
求
め
る
。

（
全
員
賛
成
）

 

条
例
の
一
部
改
正

◆
あ
い
甲
賀
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
条
例

　

市
を
応
援
し
よ
う
と
す
る
個
人
ま
た

は
団
体
等
か
ら
の
寄
附
金
を
財
源
と
し

て
行
う
事
業
の
規
定
の
改
正
。

◆
市
道
に
設
け
る
道
路
標
識
の
寸
法
を

定
め
る
条
例

　

国
の
法
律
等
の
改
正
に
伴
い
市
道
の

道
路
案
内
標
識
の
識
別
番
号
を
変
更
す

る
。

◆
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例

　

国
の
法
律
等
の
改
正
に
伴
い
改
正
す

る
。　
　
　
　
　
（
３
件
、
全
員
賛
成
）

◆
地
域
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例

　

地
域
の
要
望
に
よ
り
梅
田
会
館
を
廃

止
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
賛
成
多
数
）

◆
議
会
委
員
会
条
例

　

定
数
削
減
に
よ
り
、
常
任
委
員
会
を

現
行
の
４
委
員
会
か
ら
議
員
改
選
後
は

３
委
員
会
と
す
る
。

◆
議
会
会
議
規
則

　

定
数
削
減
に
よ
り
、
議
案
の
提
出
や

動
議
等
の
要
件
を
改
正
す
る
。

（
全
員
賛
成
）

氏名 町名 性別 年齢 職業
小倉　　剛 土山 男 57 自営業・農業

川村　克己 甲賀 男 63 農業

北田　耕平 信楽 男 73 農業

葛原　準子 信楽 女 61 陶器製造業

倉田　一良 水口 男 69 団体職員・農業

髙井　　啓 信楽 男 68 農業

瀧井　和雄 水口 男 66 農業

田畑啓之助 土山 男 76 農業

寺田　勝典 信楽 男 50 自営業

中川　講一 甲南 男 65 農業

　田くみ子 甲賀 女 67 農業

服部　嘉子 甲南 女 64 農業

林　　廣美 土山 男 69 農業

林田　清光 水口 男 65 農業

伴　　慎也 水口 男 61 農業

福永　甚藏 甲南 男 65 農業

森地　隆照 水口 男 70 農業

山下　　数 甲賀 男 68 農業

吉田新太郎 土山 男 72 農業

議
員
提
出
の
条
例
等
の

一
部
改
正

（敬称略・年齢は６月５日時点）

議案審議・６月定例会
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条
例
の
廃
止

◆
防
災
行
政
無
線
条
例

　

平
成
24
年
度
か
ら
の
地
域
情
報
化
基

盤
整
備
事
業
が
進
み
、
平
成
28
年
度
に

は
甲
南
で
の
整
備
完
了
に
伴
い
平
成
29

年
９
月
30
日
で
防
災
行
政
無
線
を
停

波
・
閉
局
す
る
た
め
廃
止
す
る
。

（
全
員
賛
成
）

 

契
約

◆
甲
南
第
一
小
学
校
大
規
模
改
造
工
事

　

請
負
業
者　

大
宝
柊
木
株
式
会
社

　

請
負
契
約
額　

３
億
３
４
７
３
万
５
２
０
０
円

（
全
員
賛
成
）

 

変
更
契
約

◆
信
楽
体
育
館
耐
震
補
強
・
大
規
模
改

造
工
事
に
お
い
て
、
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去

の
た
め
増
額
変
更

　

増
額
額　

１
６
２
７
万
１
２
８
０
円

　

増
額
後
の
額　

２
億
９
６
７
４
万
７
２
８
０
円

（
全
員
賛
成
）

◆
甲
賀
市
新
庁
舎
建
設
工
事
に
お
い

て
、
防
水
工
事
の
た
め
増
額
変
更

　

増
額
額　
　

７
９
９
万
７
４
０
０
円

　

増
額
後
の
額

42
億
１
９
８
８
万
９
４
０
０
円

（
全
員
賛
成
）

ご存知ですか？

【合併特例事業債とは】
　合併した市町村に限って認められる地方債（借金）で、合併後の市町の一体的な発展や旧
市町村間の格差をなくすための事業に活用できます。
実施する事業費の 95％を借り入れることができ、借入金を毎年度分割して返済する際、利
息を含めた返済金の７割が国からの地方交付税で賄われるという制度です。
　甲賀市の場合、この地方債を平成 31 年度まで活用することができます。

【基金とは】
　市の預貯金のことです。基金には、年度間の財源を調整するための財政調整基金や地方
債（借金）の計画的な返済に充てるための減債基金、特定の目的に応じて使うための特定
目的基金の３種類があります。
　特定目的基金には、教育の振興にかかる教育事業の経費に充てるための教育振興基金や
地域福祉活動の活性化等の経費に充てるための福祉基金、市民自らが行うまちづくり活動
の推進を図るためのコミュニティ推進基金などがあります。

【第２次甲賀市総合計画とは】
　総合計画とは、総合的かつ計画的な行政運営を図るため、目指す「未来像」を示し、その実現に
向けた道筋を明らかにする長期的な指針となる計画です。　
　この計画は、今後12年間を期間とする基本構想と、そのうち、第１期の４年間の取り組みを定め
た基本計画で構成されています。策定にあたっては、市民等を中心とした甲賀市総合計画審議会で
の議論や市民意識調査等の結果を踏まえており、６月議会で議決しました。

用語解説
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平
成
29
年
６
月
21
日
に
補
正
予
算
特
別
委
員
会
を
開
催
。
東
海
道
に
ぎ
わ
い
拠
点
整
備
事
業
な
ど
国

の
補
助
採
択
を
受
け
た
事
業
や
、（
仮
称
）ま
ち
づ
く
り
コ
ア・ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、西
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
整
備
、日
本
遺
産
認
定
に
伴
う
事
業
な
ど
、緊
急
に
対
応
す
る
た
め
の
補
正
予
算
に
つ
い
て
審
査
し
た
。

平成29年度
　
総
務
部
所
管

Q
補
正
予
算
全
体
で
４
億
８
千
万
を

計
上
、財
政
に
与
え
る
影
響
は
ど
う
か
。

A
緊
急
性
等
を
考
慮
し
て
必
要
な
も

の
で
あ
る
と
考
え
執
行
部
で
は
こ
の
額

を
提
示
し
て
い
る
。

Q
中
長
期
財
政
計
画
の
見
通
し
は
。

A
見
直
し
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
今

後
、
合
併
特
例
期
間
中
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
業
も
多
く
あ
り
見
直
し
て

い
き
た
い
。

　
総
合
政
策
部
所
管

Q
東
海
道
に
ぎ
わ
い
拠
点
整
備
事
業

１
２
２
５
万
円
に
つ
い
て
。

A
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
事
業
者
を
選
定
、

ト
イ
レ
等
の
改
修
が
中
心
に
な
る
と
思

わ
れ
る
。
事
業
者
を
選
定
後
に
協
議
の

う
え
改
修
す
る
予
定
。

Q
庁
舎
周
辺
土
地
利
活
用
に
７
５
０

万
円
の
請
負
形
式
に
つ
い
て
。

A
主
に
地
域
説
明
会
の
資
料
作
り
を

考
え
て
お
り
、
平
面
図
等
の
作
成
を
予

定
し
て
い
る
。
具
体
的
な
方
針
が
決

定
す
れ
ば
基
本
計
画
を
作
成
す
る
も
の

で
、
請
負
形
式
は
入
札
と
な
る
。

Q
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
整
備
支
援

事
業
５
０
０
万
円
の
全
体
計
画
は
。

A
３
カ
年
全
体
で
約
１
０
０
カ
所
を

整
備
す
る
計
画
で
あ
り
、
今
年
度
は
38

カ
所
を
整
備
予
定
。
５
０
０
万
円
の
う

ち
約
３
０
０
万
円
が
補
助
対
象
で
、
34

カ
所
の
補
助
対
象
施
設
に
か
か
る
実
施

設
計
の
費
用
で
あ
る
。

Q
（
仮
）ま
ち
づ
く
り
コ
ア
・
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
建
設
事
業
４
６
９
０
万
円
に
つ

い
て
、
必
要
性
と
な
ぜ
今
な
の
か
。

A
コ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

は
、
市
民
活
動
団
体
と
連
携
し
て
地
域

の
課
題
解
決
を
進
め
て
い
く
た
め
の
拠

点
施
設
が
必
要
で
あ
り
、
市
民
活
動
団

体
の
専
門
性
、
独
自
の
発
想
力
等
に
よ

り
、
市
と
連
携
・
協
働
す
る
こ
と
が
必

要
。
時
期
に
つ
い
て
は
、
合
併
特
例
債

を
活
用
で
き
る
期
限
ま
で
に
施
設
整
備

を
進
め
た
い
。

Q
地
域
の
課
題
解
決
の
認
識
は
。
ま

た
、市
民
活
動
団
体
の
内
訳
に
つ
い
て
。

A
高
齢
者
福
祉
・
子
育
て
・
環
境
な

ど
現
代
社
会
に
お
け
る
共
通
す
る
課

題
、
甲
賀
市
の
課
題
も
た
く
さ
ん
あ
る

こ
と
か
ら
、
専
門
性
を
活
か
す
市
民
活

動
団
体
と
連
携
協
力
し
て
課
題
解
決
を

進
め
る
必
要
が
あ
り
、
特
に
テ
ー
マ
型

の
市
民
活
動
団
体
を
育
成
す
る
面
で
も

必
要
で
あ
る
。
市
民
活
動
団
体
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
32
団
体
、
甲
南
の
市
民
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
登
録
団
体

２
０
０
程
度
、
市
内
の
公
民
館
等
で
活

動
さ
れ
て
い
る
団
体
が
３
０
０
団
体
程

度
あ
る
。

Q
早
急
な
計
画
と
は
思
わ
な
い
か
。

ま
た
、
な
ぜ
こ
の
場
所
に
し
た
の
か
。

A
合
併
特
例
債
の
期
限
が
関
係
す
る
。

場
所
の
決
定
に
当
た
っ
て
は
市
役
所
に

近
い
こ
と
、
社
会
福
祉
協
議
会
等
様
々

な
団
体
が
こ
こ
に
集
積
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
情
報
共
有
や
接
点
を
も
ち
や
す

い
。
ま
た
、
水
口
エ
リ
ア
に
は
市
内
の

約
40
％
の
団
体
が
集
ま
っ
て
お
り
、
団

体
同
士
の
つ
な
が
り
も
つ
く
り
や
す

い
。

Q
建
設
に
当

た
っ
て
は
市
民

の
声
を
反
映
し

て
い
る
の
か
。

A
甲
南
に
市

民
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
を
つ
く

る
際
に
、
市
民

活
動
団
体
か

ら
意
見
を
聴
い

た
。
ま
た
日
頃

か
ら
市
民
活
動
団
体
と
接
し
て
い
る
中

で
声
を
聴
い
て
い
る
。

Q
予
定
地
は
元
々
給
食
セ
ン
タ
ー
用

地
で
あ
り
、
市
役
所
に
近
い
だ
け
の
理

由
な
ら
「
き
ず
な
」
の
改
修
や
旧
甲
賀

病
院
の
跡
地
も
考
え
ら
れ
る
。
市
民
全

体
の
ニ
ー
ズ
は
聴
い
た
の
か
。

A
各
担
当
部
長
が
こ
れ
ま
で
地
域
で

求
め
ら
れ
て
い
る
意
見
等
を
踏
ま
え
、

整
備
を
決
定
し
た
。

　
健
康
福
祉
部
所
管

Q
重
症
心
身
障
害
者
通
所
施
設
整
備

事
業
用
地
造
成
工
事
測
量
設
計
業
務
委

託
８
７
０
万
円
減
額
に
つ
い
て
。

A
当
初
予
算
は
４
つ
の
候
補
地
で
検

討
し
た
が
、
甲
賀
警
察
跡
地
用
地
に
決

定
し
た
た
め
不
用
と
な
っ
た
。　

　
こ
ど
も
政
策
部
所
管

Q
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
改
修
１
０

９
０
万
円
は
。

A
伴
谷
児
童
ク
ラ
ブ
の
用
水
路
付
け

替
え
工
事
４
５
０
万
円
、
伴
谷
東
児
童

ク
ラ
ブ
増
設
に
係
る
設
計
業
務
等
６
４

０
万
円
。

Q
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
定
管
理

委
託
６
８
７
万
円
は
。

A
追
加
募
集
で
集
ま
っ
た
児
童
が
想

定
よ
り
多
く
、
急
遽
増
額
計
上
し
た
。

　
産
業
経
済
部
所
管

Q
日
本
遺
産
関
連
施
設
と
い
う
の
は

一般会計補正予算を特別委員会で審査
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◆
討
論

  

反
対
討
論

●（
仮
称
）コ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

建
設
事
業
に
つ
い
て
、
内
容
や

規
模
な
ど
あ
ま
り
に
も
拙
速
で

予
算
化
す
る
段
階
で
な
い
。
建

設
予
定
地
も
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
と
整
合
性
を
も
た
せ

な
が
ら
設
定
す
べ
き
で
あ
る
。

●
議
会
が
全
会
一
致
で
決
め
た
事

業
を
市
長
が
議
会
に
諮
ら
ず
勝

手
に
決
め
た
と
こ
ろ
に
根
本
的

な
問
題
が
あ
る
。
政
策
会
議
で

の
議
論
も
不
十
分
で
あ
り
、
も

っ
と
議
論
し
て
提
案
す
べ
き
。

６
月
議
会
へ
提
案
は
拙
速
。

  

賛
成
討
論

○
コ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
評
価

で
き
、
他
の
す
べ
て
の
補
正
も

夢
の
あ
る
事
業
で
あ
る
。

〇
コ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
建
設
に
賛

成
で
あ
る
。
関
連
す
る
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
建
設
に
つ
い
て
も
い
ち

早
く
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

設
計
の
入
札
ま
で
の
間
に
市
民
、

団
体
、
議
員
の
声
を
聴
い
て
十
分

な
議
論
を
尽
く
し
て
い
た
だ
き
た

い
こ
と
を
付
け
加
え
賛
成
。

平成29年度
リ
ス
ト
が
あ
る
の
か
。

A
忍
者
に
つ
い
て
は
、
山
城
等
の
遺

跡
群
や
油
日
神
社
等
の
関
連
文
化
財
が

リ
ス
ト
に
あ
が
っ
て
い
る
。
施
設
整
備

に
つ
い
て
は
他
の
観
光
施
設
へ
の
波
及

効
果
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
整
備
を
考

え
て
い
る
。

　
教
育
委
員
会
事
務
局
所
管

Q
紫
香
楽
宮
跡
活
用
調
査
２
９
０
万

円
に
つ
い
て
、な
ぜ
補
正
予
算
な
の
か
。

A
信
楽
焼
、
忍
者
が
日
本
遺
産
に
認

定
さ
れ
、
歴
史
を
地
域
振
興
や
観
光
振

興
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
き
内
容

に
な
っ
て
き
て
お
り
、
市
を
代
表
す
る

紫
香
楽
宮
跡
に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う
に

対
応
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

計
上
し
た
。

Q
（
仮
称
）西
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
事
業
調
査
費
２
９
４
０
万
円
は
当

初
建
設
の
規
模
と
同
様
か
。

A
建
物
の
規
模
は
同
等
程
度
で
延
床
面

積
は
３
５
０
０
㎡
程
度
。
建
物
の
敷
地

と
し
て
は
９
０
０
０
㎡
以
内
で
収
ま
る
。

Q
信
楽
給
食
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
に

よ
り
機
器
が
壊
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

も
し
そ
の
よ
う
な
事
態
に
な
れ
ば
ど
う

す
る
の
か
。

A
日
々
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
な
が
ら
、

安
心
、
安
全
な
給
食
が
配
食
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
る
。

意　　見　　書
提

案

者

討　論 清
風
ク
ラ
ブ

市
民
ク
ラ
ブ

・
新
し
い
風

公

明

党

共

産

党

会派に属さな議員 可

否

鵜
飼
議
員

谷
永
議
員

森
田
議
員

小
河
議
員

田
中
喜
議
員

反対 賛成

安倍政権のもとでの憲法改悪に反
対することを求める意見書 小西 橋本律 安井 ● ○ ●

片山 ● ○ ● ● ● ● ○ 否

高浜原発の再稼動に抗議し、運転
停止を求める意見書 小西 ー 安井 ● ○ ● ○ ● ○ ● ● ○ 否

仮称「放射能汚染防止法」制定を求
める意見書 山岡 ー 竹若

小西 ● ○ ● ○ ● ● ● ● ○ 否

森友学園・加計学園の疑惑徹底究
明を求める意見書 山岡 ー 小西 ● ○ ● ○ ● ● ● ● ○ 否

「共謀罪」法の廃止を求める意見書 安井 白坂
服部

山岡
森嶋 ● ○ ● ○ ● ● ● ● ○ 否

指定給水装置工事事業者制度に更
新制の導入を求める意見書 田中將 ー ー ● ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ 可

ギャンブル等依存症対策の抜本的
強化を求める意見書 加藤 土山 白坂 ● ● ○ ● ● ○ ○ ○ ○ 否

意　見　書

　
質
疑
終
了
後
、
委
員
か
ら
補
正

予
算
の
修
正
動
議
が
提
出
さ
れ
た

が
、
書
類
不
備
に
よ
り
取
り
下
げ

ら
れ
た
。

○：賛成　●：反対

補正予算特別委員 ◎委員長　　○副委員長　

◎橋本　恒典 ○山岡　光広 田中　喜克 小河　文人 田中　將之
　片山　　修 　山中　善治 谷永　兼二 森嶋　克已 辻　　重治
　土山　定信 　加藤　和孝 橋本　律子

　
採
択
の
結
果
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。
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専
決
処
分

◆
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定

Q
市
に
影
響
が
あ
る
も
の
で
認
定
長

期
優
良
住
宅
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。耐
震
改
修
し
た
後
の
申
請
時
期
は
。

A
耐
震
改
修
、
耐
久
改
修
の
も
の
で
、

申
請
時
期
は
、
工
事
終
了
後
３
ヶ
月
以

内
。

　
条
例
の
一
部
改
正
・
廃
止

◆
あ
い
甲
賀
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
条
例

◆
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例

◆
防
災
行
政
無
線
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　
そ
の
他
の
議
決

◆
第
二
次
総
合
計
画
基
本
構
想
及
び
基

本
計
画
を
定
め
る
こ
と

Q
成
果
指
標
の
空
家
の
数
が
各
年
度

同
じ
で
あ
る
理
由
は
。

A
空
家
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
現
状

の
４
％
を
維
持
す
る
目
標
と
し
た
。

Q
10
万
人
都
市
を
目
指
す
取
り
組
み

と
将
来
の
人
口
フ
レ
ー
ム
８
万
７
千
人

と
の
整
合
性
は
。

A
人
口
推
計
の
８
万
３
千
人
を
、

８
万
７
千
人
ま
で
上
げ
る
目
標
数
値
で

あ
る
。
そ
の
後
10
万
人
を
目
指
す
考
え

　
６
月
22
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
付

託
議
案
６
件
に
つ
い
て
慎
重
に
審
査
し

ま
し
た
。　
　
（
全
員
賛
成
に
て
可
決
）

総
務
常
任
委
員
会

で
あ
る
。

Q
「
行
政
の

役
割
を
見
直

し
」
と
あ
る
。

行
政
と
は
何

か
。

A
ま
ち
づ
く

り
の
主
役
は
、

市
民
で
あ
り
、

行
政
は
黒
子

で
あ
る
。

Q
地
方
公
共
団
体
の
役
割
は
、
地
方

自
治
法
第
一
条
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
部
分
を
し
っ
か
り
認
識
し
て
お
か

な
い
と
ぶ
れ
て
し
ま
う
が
。

A
住
民
福
祉
の
向
上
は
第
一
義
で
あ

り
、
研
修
に
て
周
知
を
図
る
。

Q
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
す
る

部
分
は
ど
こ
か
。

A
住
民
の
安
心
・
安
全
を
守
る
手
法

を
学
ぶ
た
め
に
認
証
を
活
用
し
て
い

る
。

Q
計
画
書
を
如
何
に
市
民
に
行
き
渡

る
よ
う
に
す
る
か
。

A
キ
ッ
ク
オ
フ
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
り
周
知
を
進

め
、
概
要
版
は
、
全
戸
配
布
の
予
定
。

　
そ
の
他
・
意
見
と
し
て

　

計
画
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
文
言
を
ど
の

よ
う
に
捉
ま
え
、
理
解
す
る
か
に
よ
っ

て
認
識
に
違
い
が
出
る
。
共
通
認
識
の

記
載
を
検
討
す
る
よ
う
に
と
の
意
見
も

で
ま
し
た
。

　

契
約
の
変
更

◆
別
館
雨
漏
り
の
た
め
新
庁
舎
建
設
工

事
の
請
負
契
約　

　
専
決
処
分

◆
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

す
る
条
例
の
制
定

Q
軽
減
に
よ
る
財
源
不
足
の
補
填
は
。

A
制
度
に
よ
る
も
の
の
た
め
、
国
・

県
の
負
担
も
含
め
一
般
会
計
よ
り
補
填

す
る
。

Q
市
独
自
の
軽
減
措
置
も
可
能
か
。

A
可
能
で
は
あ
る
が
、
制
度
外
の
場

合
は
国
か
ら
の
交
付
金
の
減
額
も
あ

る
。

　

条
例
の
一
部
改
正

◆
地
域
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例

　

土
山
町
の
梅
田
会
館
を
廃
止
す
る
も

の
。

Q
地
域
要
望
に
よ
る
も
の
だ
と
説
明

が
あ
っ
た
が
、
何
を
も
っ
て
地
域
要
望

と
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

A
区
か
ら
の
要
望
書
提
出
が
あ
り
、

数
度
に
わ
た
る
地
元
役
員
と
の
話
し
合

民
生
常
任
委
員
会

　
６
月
23
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
付

託
議
案
２
件
に
つ
い
て
慎
重
に
審
査
し

ま
し
た
。　
　
（
全
員
賛
成
に
て
可
決
）

い
や
地
域
説
明
会
で
も
反
対
も
な
か
っ

た
。

Q
今
後
の
支
援
の
あ
り
方
は
。

A
人
権
推
進
課
な
ど
で
必
要
な
支
援

を
継
続
す
る
。（
賛
成
多
数
に
て
可
決
）

　

５
月
23
日
、
障
が
い
者
支
援
策
や
水

口
医
療
介
護
セ
ン
タ
ー
事
業
中
期
経
営

計
画
な
ど
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

　

差
別
解
消
を
は
じ
め
、
就
労
や
ひ
き

こ
も
り
に
対
す
る
取
り
組
み
等
の
聞
き

取
り
を
行
い
、
今
後
更
な
る
支
援
の
推

進
に
向
け
て
意
見
を
の
べ
た
。

　

他
に
、
整
備
予
定
の
重
度
心
身
障
害

者
通
所
施
設
の
運
営
事
業
者
募
集
に
係

る
進
捗
状
況
等
の
調
査
も
行
っ
た
。

所
管
事
務
調
査
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契
約
の
変
更

◆
信
楽
体
育
館
耐
震
補
強
大
規
模
改
造

工
事

Q
ア
ス
ベ
ス
ト
の
存
在
が
想
定
さ
れ

て
い
た
の
に
、
存
在
が
確
認
さ
れ
た
場

合
の
工
期
を
当
初
か
ら
考
慮
し
て
い
な

か
っ
た
の
か
。

A
工
期
に
つ
い
て
は
考
慮
で
き
て
い

な
か
っ
た
。

Q
こ
れ
ま
で
、
隙
間
か
ら
の
飛
散
の

可
能
性
は
な
か
っ
た
の
か
。

　
６
月
７
日
、
及
び
26
日
に
委
員
会
を

開
催
し
、
付
託
議
案
２
件
に
つ
い
て
慎

重
に
審
査
し
ま
し
た
。

（
全
員
賛
成
に
て
可
決
）

文
教
常
任
委
員
会

A
現
状
況
か
ら
飛
散
す
る
可
能
性
は

な
か
っ
た
。

Q
除
去
作
業
に
つ
い
て
手
作
業
以
外

の
方
法
は
な
い
の
か
。

A
硬
化
や
無
害
化
と
い
っ
た
方
法
も

あ
る
が
、
ア
ス
ベ
ス
ト
が
残
る
こ
と
に

な
る
た
め
手
作
業
と
し
た
。

◆
補
正　
　
１
６
２
７
万
１
２
８
０
円

　
契
約
の
締
結

◆
甲
南
第
一
小
学
校
大
規
模
建
造
（
１

期
）
工
事

Q
校
舎
か
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
の
車
椅

子
の
動
線
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
。

A
昇
降
口
に
は
ス
ロ
ー
プ
が
あ
り
、

現
行
敷
地
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
ほ
ぼ
フ

ラ
ッ
ト
で
あ
り
、
確
保
さ
れ
て
い
る
。

Q
児
童
数
の
今
後
の
見
込
み
は
ど
う

か
。

A
28
年
度
か
ら
32
年
度
ま
で
の
実
数

と
見
込
数
が
具
体
的
に
示
さ
れ
、
毎
年

約
10
人
程
度
増
加
し
て
い
く
傾
向
。
今

回
の
工
事
に
お
い
て
も
、
そ
の
点
を
考

慮
し
て
い
る
。

◆
契
約
額　
　
　

３
億
３
４
７
３
万
円

◆（
仮
称
）西
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建

設
予
定
地
に
つ
い
て

Q
候
補
地
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会

で
も
意
見
が
あ
っ
た
と
思
う
が
、
ど
ん

な
意
見
が
出
て
い
た
の
か
。

所
管
事
務
調
査

◆
甲
賀
市
道
に
設
け
る
道
路
標
識
の
寸

法
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

こ
の
条
例
は
、
国
の
「
道
路
標
識
、

区
画
線
及
び
道
路
標
示
に
関
す
る
命

令
」
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
市
道
に
設

置
す
る
道
路
案
内
標
識
の
識
別
番
号
を

変
更
す
る
こ
と
か
ら
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
。

Q
道
路
標
識
台
帳
と
番
号
は
ど
う
か
。

A
平
成
25
年
度
に
道
路
点
検
業
務
で

施
設
点
検
を
含
め
た
台
帳
を
整
備
し

た
。
道
路
標
識
管
理
番
号
は
、
地
域
ご

と
に
番
号
で

整
理
し
、
対

象
標
識
は
市

内
合
計
で
25

基
と
の
こ
と
。

ま
た
、
市
内

設
置
の
25
基

の
標
識
に
変

更
が
な
い
の

で
市
民
へ
の

影
響
も
な
い
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

A
宇
川
は
市
街
化
区
域
内
で
土
地
代

が
高
い
。
現
計
画
地
は
敷
地
整
備
費
が

安
い
。
山
上
・
宇
田
・
新
城
は
市
街
化

調
整
区
域
に
な
る
た
め
、
土
地
代
は
安

い
が
イ
ン
フ
ラ
整
備
費
用
が
必
要
と
い

う
試
算
に
な
っ
て
い
る
。

Q
平
成
24
年
３
月
「
建
設
地
検
討
報

告
書
」
の
資
料
で
は
、
市
役
所
周
辺
の

予
定
地
へ
の
影
響
は
少
な
い
と
言
っ
て

き
た
が
、
現
在
は
影
響
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。
建
設
予
定
地
が
山
上
地
区

に
変
わ
っ
た
経
緯
を
求
め
る
。

A
計
画
制
定
後
に
周
辺
土
地
の
動
向

が
大
き
く
変
化
し
、
コ
ン
ビ
ニ
や
コ
ー

ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が
建
設
さ
れ
、
商

業
施
設
と
し
て
変
貌
し
て
き
た
。
そ
こ

で
、
給
食
セ
ン
タ
ー
用
地
に
つ
い
て
地

権
者
に
理
解
を
求
め
了
承
、
周
辺
へ
の

影
響
も
少
な
い
と
考
え
る
。

候補地視察

　
６
月
27
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
付

託
議
案
１
件
に
つ
い
て
慎
重
に
審
査
し

ま
し
た
。　
　
（
全
員
賛
成
に
て
可
決
）



各会派別政務活動費平成28年度
H28.4.1～H29.3.31

全 体 詳 細 　
議
員
の
調
査
研
究
そ
の
他
の
活
動
に
資
す

る
た
め
必
要
な
経
費
の
一
部
と
し
て
「
政
務

活
動
費
」
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
政
務
活
動
費
は
、
議
員
１
人
１
ヶ
月
２
万

円
で
、
所
属
会
派（
無
所
属
議
員
に
あ
っ
て

は
個
人
）に
交
付
し
、
年
度
末
に
そ
の
使
途

を
明
確
に
し
て
精
算
し
、
残
金
は
返
還
し
ま

し
た
。

清風クラブ（11名） 市民クラブ・新しい風（６名）

公明党甲賀市議団（３名） 日本共産党甲賀市議員団（３名）

谷永兼二　議員鵜飼　勲　議員

小河文人　議員 田中喜克　議員

合計
5,173,808 円

合計
2,072,958 円

合計
1,429,286 円

合計
693,862 円

合計
699,114 円

合計
87,980 円

合計
42,984 円

合計
82,318 円

合計
65,306 円

返還額　1,166,216 円

会
派
に
属
さ
な
い
議
員

返還額　197,016 円返還額　12,020 円

返還額　20,886 円返還額　26,139 円

返還額　10,718 円返還額　807,061 円

研究研修費 １%
53,130 円

調査旅費 46%
2,398,073 円

資料作成費 ５%
242,448 円

資料購入費 ５%
266,419 円

広報費 41%
2,128,488 円

要請・陳情活動費
２%　83,850 円

会議費 ０% 1,400 円

調査旅費 48%
690,109 円

調査旅費 72%
1,501,010 円

研究研修費 １%
11,920 円

広報費 49%
703,640 円

資料作成費 ２%
23,617 円

資料作成費 ６%
115,216 円

資料購入費 ７%
141,156 円

広報費 15%
315,576 円

広報費 92%
641,628 円

資料作成費 ８%
56,086 円

会議費 ０% 1,400 円調査旅費 28%
196,480 円 資料作成費

１%
2,5,4 円

資料購入費 ２%
15,264 円

広報費 57%
396,024 円

研究研修費 31%
27,060 円

資料作成費 12%
10,824 円

資料購入費 57%
50,096 円

資料購入費 76%
32,400 円

調査旅費 24%
10,474 円

広報費 76%
63,040 円

資料作成費 19%
15,378 円

資料作成費 29%
18,673 円資料購入費 42%

27,503 円

広報費 13%
8,580 円

研究研修費 16%
10,250 円

要請・陳情活動費 ０% 300 円

研究研修費 １%
53,130 円

調査旅費 46%
2,398,073 円

資料作成費 ５%
242,448 円

資料購入費 ５%
266,419 円

広報費 41%
2,128,488 円

要請・陳情活動費
２%　83,850 円

会議費 ０% 1,400 円

調査旅費 48%
690,109 円

調査旅費 72%
1,501,010 円

研究研修費 １%
11,920 円

広報費 49%
703,640 円

資料作成費 ２%
23,617 円

資料作成費 ６%
115,216 円

資料購入費 ７%
141,156 円

広報費 15%
315,576 円

広報費 92%
641,628 円

資料作成費 ８%
56,086 円

会議費 ０% 1,400 円調査旅費 28%
196,480 円 資料作成費

１%
2,544 円

資料購入費 ２%
15,264 円

広報費 57%
396,024 円

要請・陳情活動費
12%　83,550 円
要請・陳情活動費
12%　83,550 円

研究研修費 31%
27,060 円

資料作成費 12%
10,824 円

資料作成費
0%　110円
資料作成費
0%　110円

資料購入費 57%
50,096 円

資料購入費 76%
32,400 円

調査旅費 24%
10,474 円

広報費 76%
63,040 円

資料作成費 19%
15,378 円

研究研修費 ５%
3,900 円
研究研修費 ５%
3,900 円

資料作成費 29%
18,673 円資料購入費 42%

27,503 円

広報費 13%
8,580 円

研究研修費 16%
10,250 円

要請・陳情活動費 ０% 300 円

返還額　34,694 円返還額　57,682 円
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第６回議会報告会レポート
　
第
６
回
議
会
報
告
会
は
、
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
５
月
18
日

（
木
）、
19
日（
金
）
及
び
20
日（
土
）
の
３
日
間
に
わ
た
り
、
市
内
各

中
学
校
区
の
６
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

議
会
報
告
会
は
市
民
の
皆
さ
ん
に
、

日
頃
の
議
会
の
活
動
状
況
を
知
っ
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
市
政
に
対
す
る
ご

意
見
や
ご
提
言
を
直
接
伺
い
、
市
民
に

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す
た
め
に
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。
今
回
は
新
し
く

な
っ
た
、
水
口
庁
舎
、
甲
賀
大
原
地
域

市
民
セ
ン
タ
ー
で
も
開
催
す
る
こ
と
な

ど
を
新
聞
折
り
込
み
や
チ
ラ
シ
な
ど
で

参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
水
口
庁
舎

で
は
土
曜
日
の
午
後
２
時
か
ら
の
開
催

で
、
若
い
人
た
ち
の
参
加
は
少
な
か
っ

た
も
の
の
、
夜
間
に
参
加
で
き
な
い
人

に
も
ご
参
加
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、

参
加
者
は
１
９
２
人
で
、
前
回
よ
り
30

人
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
議
会
報
告
会
で
は
、
３
月
議

会
で
審
議
し
た
平
成
29
年
度
予
算
と
平

成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て
の
審
査
内
容
な
ど
を
、
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
を
使
っ
て
報
告
し
ま
し
た
。

　
報
告
内
容
等

①
平
成
29
年
度
予
算
の
概
要

　

予
算
編
成
方
針
の
オ
ー
ル
甲
賀
で
未

来
に
つ
な
ぐ
！
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
内
容
を
説
明

②
予
算
特
別
委
員
会
の
報
告

平
成
29
年
度
予
算
に
対
す
る
審
査
内
容

の
報
告

③
特
別
会
計
・
企
業
会
計
予
算
の
報
告

　

平
成
29
年
度
特
別
会
計
・
企
業
会
計

予
算
に
対
す
る
審
査
内
容
の
報
告

④
補
正
予
算
特
別
委
員
会
の
報
告

　

平
成
28
年
度
補
正
予
算
に
対
す
る
審

査
内
容
の
報
告

⑤
各
常
任
委
員
会
の
報
告

　

各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案

に
対
す
る
審
査
内
容
の
報
告

⑥
委
員
会
に
付
託
さ
れ
な
い
議
案
の
報

告
　

委
員
会
に
付
託
さ
れ
な
か
っ
た
議
会

運
営
委
員
会
提
案
の
内
容
説
明
と
副
市

長
人
事
案
件
の
報
告

⑦
意
見
書
に
つ
い
て

　

提
案
さ
れ
た
意
見
書
に
対
す
る
内
容

と
採
決
結
果
の
報
告

　　

以
上
、
説
明
し
た
後
、
参
加
者
の
皆

様
か
ら
報
告
内
容
や
市
政
全
般
な
ど
に

つ
い
て
の
ご
質
問
や
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

次
回
か
ら
は
新
し
い
議
員
構
成
の
も

と
で
の
報
告
会
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
ご
意
見
や
反
省
を
踏
ま
え
、
皆
様

に
納
得
し
て
い
た
だ
け
る
報
告
会
が
実

施
で
き
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。　
　

第６回議会報告会参加者人数
開 催 日 会　　場 人数

５月18日（木）
水口交流センター 64
信楽開発センター 25

５月19日（金）
土山開発センター 21
甲賀大原地域市民センター 26

５月20日（土）
水口庁舎 31
甲南公民館（プララ） 25
参加者合計 192

新庁舎での報告水口交流センターでの報告



各会派別政務活動費平成28年度
H28.4.1～H29.3.31

全 体 詳 細 　
議
員
の
調
査
研
究
そ
の
他
の
活
動
に
資
す

る
た
め
必
要
な
経
費
の
一
部
と
し
て
「
政
務

活
動
費
」
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
政
務
活
動
費
は
、
議
員
１
人
１
ヶ
月
２
万

円
で
、
所
属
会
派（
無
所
属
議
員
に
あ
っ
て

は
個
人
）に
交
付
し
、
年
度
末
に
そ
の
使
途

を
明
確
に
し
て
精
算
し
、
残
金
は
返
還
し
ま

し
た
。

清風クラブ（11名） 市民クラブ・新しい風（６名）

公明党甲賀市議団（３名） 日本共産党甲賀市議員団（３名）

谷永兼二　議員鵜飼　勲　議員

小河文人　議員 田中喜克　議員

合計
5,173,808 円

合計
2,072,958 円

合計
1,429,286 円

合計
693,862 円

合計
699,114 円

合計
87,980 円

合計
42,984 円

合計
82,318 円

合計
65,306 円

返還額　1,166,216 円

会
派
に
属
さ
な
い
議
員

返還額　197,016 円返還額　12,020 円

返還額　20,886 円返還額　26,139 円

返還額　10,718 円返還額　807,061 円

研究研修費 １%
53,130 円

調査旅費 46%
2,398,073 円

資料作成費 ５%
242,448 円

資料購入費 ５%
266,419 円

広報費 41%
2,128,488 円

要請・陳情活動費
２%　83,850 円

会議費 ０% 1,400 円

調査旅費 48%
690,109 円

調査旅費 72%
1,501,010 円

研究研修費 １%
11,920 円

広報費 49%
703,640 円

資料作成費 ２%
23,617 円

資料作成費 ６%
115,216 円

資料購入費 ７%
141,156 円

広報費 15%
315,576 円

広報費 92%
641,628 円

資料作成費 ８%
56,086 円

会議費 ０% 1,400 円調査旅費 28%
196,480 円 資料作成費

１%
2,5,4 円

資料購入費 ２%
15,264 円

広報費 57%
396,024 円

研究研修費 31%
27,060 円

資料作成費 12%
10,824 円

資料購入費 57%
50,096 円

資料購入費 76%
32,400 円

調査旅費 24%
10,474 円

広報費 76%
63,040 円

資料作成費 19%
15,378 円

資料作成費 29%
18,673 円資料購入費 42%

27,503 円

広報費 13%
8,580 円

研究研修費 16%
10,250 円

要請・陳情活動費 ０% 300 円

研究研修費 １%
53,130 円

調査旅費 46%
2,398,073 円

資料作成費 ５%
242,448 円

資料購入費 ５%
266,419 円

広報費 41%
2,128,488 円

要請・陳情活動費
２%　83,850 円

会議費 ０% 1,400 円

調査旅費 48%
690,109 円

調査旅費 72%
1,501,010 円

研究研修費 １%
11,920 円

広報費 49%
703,640 円

資料作成費 ２%
23,617 円

資料作成費 ６%
115,216 円

資料購入費 ７%
141,156 円

広報費 15%
315,576 円

広報費 92%
641,628 円

資料作成費 ８%
56,086 円

会議費 ０% 1,400 円調査旅費 28%
196,480 円 資料作成費

１%
2,544 円

資料購入費 ２%
15,264 円

広報費 57%
396,024 円

要請・陳情活動費
12%　83,550 円
要請・陳情活動費
12%　83,550 円

研究研修費 31%
27,060 円

資料作成費 12%
10,824 円

資料作成費
0%　110円
資料作成費
0%　110円

資料購入費 57%
50,096 円

資料購入費 76%
32,400 円

調査旅費 24%
10,474 円

広報費 76%
63,040 円

資料作成費 19%
15,378 円

研究研修費 ５%
3,900 円
研究研修費 ５%
3,900 円

資料作成費 29%
18,673 円資料購入費 42%

27,503 円

広報費 13%
8,580 円

研究研修費 16%
10,250 円

要請・陳情活動費 ０% 300 円

返還額　34,694 円返還額　57,682 円

市議会だより　No.519



2017.8 10

順番 氏　　名 質問事項

１ 戎脇　　浩 1　東海道街なみ保存について
2　特色あるまちづくりに向けて

２ 田中　喜克

1　日本遺産を活かした地域づくりを信
楽高原鐵道の新駅設置でより力強く
推進を

2　甲南庁舎職員の新庁舎への移転時期
をもっともっと早く実現を…

3　ＪＲ貴生川駅前整備計画に合わせ、
「貴生川市民センター建設」を早急に
推進を

4　学校再編計画で既に適正規模を超え
ている学区学校の分離適正規模化は
あるのか

３ 田中　將之 1　「人への投資」をする甲賀市へ
2　甲賀市の観光施策について

４ 竹村　貞男

1　新学習指導要領への対応について
2　市役所職員の年次有給休暇の取得率

その他について
3　小学校の「色覚検査」が復活しつつ

あることについて

５ 鵜飼　　勲

1　甲賀市オリジナルＩＣＯＣＡ給付事
業について

2　「びわ湖の日」県民の休日条例化検討
について

3　ＣＬＴ（直交集成板）普及促進につ
いて

６ 白坂萬里子

1　「骨髄バンクドナー支援助成制度」に
ついて

2　「こどもの見守り」について
3　農村生活体験「忍者の里で田舎体験」

について

７ 加藤　和孝
1　災害に強いまちづくりについて
2　がん対策について
3　福祉施策等の拡充について
4　子どもの読書環境の整備促進について

８ 谷永　兼二

1　市民ニーズを的確に捉え、スムーズな
職務遂行のための職員研修の実施は

2　平成 29 年度重点事業における官民連
携プロジェクトについて

3　下水道事業と合併浄化槽面的整備に
ついて

4　医療政策の方向性について
5　テーマ型市民活動団体との協働につ

いて

９ 片山　　修

1　人口減少と高齢者への就労支援につ
いて

2　「ハートヘルスパーク甲南」の現状に
ついて

3　地域の諸問題について

10 山中　善治
1　（仮称）甲賀市西部学校給食センター

の適正立地等について
2　びわこ国体について（三次内定を受けて）

11 山岡　光広

1　時代錯誤の教育勅語を学校現場に持
ち込まないことについて

2　国保税の統一化と市独自の予防・保
健事業について

3　就学援助制度「入学準備金」支給時
期の改善について

4　公民館等公共施設のトイレ改修につ
いて

5　高齢者が気軽に映画や演劇・音楽演
奏などを楽しめるよう、甲賀市独自
の「シニア助成制度」の創設を

順番 氏　　名 質問事項

12 安井　直明

1　「10 万人都市を目指して」の市長公
約を問う

2　安心して子どもを保育できる保育所・
幼稚園に

3　介護認定者福祉車両運賃助成事業の
拡大を

4　エコーバレイ展望台、野外ステージ
等の維持管理、修繕を

5　中学生の田舎体験を受け入れで改善
すべき点等を提案

13 橋本　律子 1　観光街づくりの推進の鍵は
2　新しいふれあい社会の構築について

14 田中　新人

1　甲賀市新庁舎の状況について
2　買い物弱者問題と地域支援について
3　国道１号線４車線後の交通混雑につ

いて
4　地域農業問題について

15 林田　久充
1　東海道にぎわい拠点整備事業につい

て
2　市民協働事業提案制度について
3　子育て支援について

16 土山　定信

1　介護を目的とした国際交流の提案に
ついて

2　第三セクター㈱あいコムこうかの今
後について

17 小西喜代次

1　公立甲賀病院の地方独立行政法人化
について

2　庁舎周辺土地建物の利活用計画につ
いて

3　「弾道ミサイル飛来に伴う学校の対応
について」の文書配布について

4　コミュニティバスの雲井・長野間の
運行を

5　国道３０７号勅旨信号の渋滞解消の
対策を

18 橋本　恒典

1　中心市街地の活性化について
2　都市農村交流推進事業の成果と課題

について
3　市の子育て支援と保育、児童クラブ

の充実について

19 森田　久生

1　「クリーンセンター滋賀の環境課題と
同施設設置に伴う甲賀地域振興事業
の進捗

　 状況並びに今後の展望」について
2　【第 72 回】全国植樹祭（平成 33 年春）」

のメイン会場は、是非とも甲賀の地
で！

20 小河　文人

1　日本遺産について
2　信楽中央病院の新改革プランについ

て
3　甲賀市子育て世代包括支援センター

について
4　公共交通のあり方について
5　信楽町下水道と合併浄化槽転換への

進捗状況

21 竹若　茂國 1　公共施設等の管理運営について
2　鳥獣害対策について

市の考えを問う21人の
議員が

平成29年　第３回甲賀市議会定例会一般質問

市の考えを問う 目次21人の
議員が

平成29年
６月15日・16日・19日・20日

公職選挙法メモ 議員が選挙区内にあるもの対して寄付をすることは、いかなる名義でも禁止されています。

危機・安全管理統括監 危機統括監 総合政策部長 総政部長 市民環境部長 市環部長
健康福祉部長 健福部長 産業経済部長 産経部長 こども政策部長 こ政部長

■答弁者の凡例
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一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

戎脇　　浩

賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

東
海
道
街
な
み
保
存
、
活
用
は

Q
歴
史
文
化
を
残
し
、
活
用
す
る
機

運
が
高
ま
る
中
で
、
現
状
認
識
は
。

 

市
長　
少
子
高
齢
化
、
若
者
世
代
の

流
出
か
ら
空
き
家
、
空
き
店
舗
の
増
加

が
見
ら
れ
る
。
今
後
は
官
民
連
携
の
拠

点
整
備
な
ど
宿
場
町
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

高
め
、
観
光
な
ど
の
波
及
効
果
を
生
み

出
し
、
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
へ

繋
げ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
。

Q
水
口
宿
の
三
筋
は
、
数
多
い
宿
場

町
の
中
で
も
、
稀
有
な
存
在
で
あ
る
。

こ
れ
を
活
か
す
べ
き
で
あ
り
、
カ
ラ
ー

舗
装
な
ど
の
整
備
を
進
め
、
ア
ピ
ー
ル

す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、ど
う
か
。

 

建
設
部
長　
三
筋
は
全
国
的
に
も
希

少
な
形
状
の
歴
史
的
街
道
で
あ
り
、
観

光
面
や
維
持
管
理
等
も
考
慮
し
た
総
合

的
な
修
景
を
検
討
す
る
。

Q
街
な
み
環
境
修
景
事
業
補
助
金
制

度
を
作
っ
て
い
な
が
ら
利
用
が
な
い
。

課
題
は
何
か
。

 

建
設
部
長　
周
知
不
足
と
認
識
し
て

い
る
。

Q
保
存
・
活
用
に
は
「
ま
ち
づ
く
り
」

「
観
光
」「
景
観
等
の
ハ
ー
ド
整
備
」
な

ど
多
方
面
か
ら
の
取
り
組
み
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

 

副
市
長　

交
流
人
口
を
増
加
さ
せ
、

域
内
経
済
の
好
循
環
を
生
み
出
す
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、庁
内
連
携
を
深
め
、

地
域
・
民
間
と
の
協
働
を
図
る
こ
と
で
、

東
海
道
の
街
な
み
が
本
市
独
自
の
歴
史

や
文
化
の
資
源
と
な
る
よ
う
、
取
り
組

み
を
進
め
る
。

ＱＲコード

水口宿の三筋・西の分かれ

田中　喜克

恒
常
的
乗
客
増
を
見
極
め
対
応
す
る

日
本
遺
産
を
機
に
高
原
鐵
道
新
駅
設
置

Q
ス
タ
ー
ト
す
る
JR
貴
生
川
駅
前
整

備
計
画
に
合
わ
せ
、
貴
生
川
市
民
セ
ン

タ
ー
建
設
を
求
め
る
。

 

建
設
部
長
・
総
政
部
長　
当
市
の
極

め
て
重
要
な
中
心
的
地
域
で
あ
り
、
駅

前
整
備
で
の
土
地
利
用
の
高
層
化
、
複

合
化
も
視
野
に
、
貴
生
川
市
民
セ
ン

タ
ー
建
設
を
検
討
す
る
。

Q
学
校
再
編
計
画
で
適
正
規
模
を
既

に
超
え
て
い
る
貴
生
川
小
学
校
は
、
今

後
も
児
童
生
徒
の
減
少
は
可
能
性
が
少

な
い
。
教
育
環
境
の
適
正
化
・
正
常
化

と
な
る
貴
生
川
小
学
校
を
分
離
す
る
考

え
は
な
い
の
か
。

 

教
育
長　
貴
生
川
小
学
校
児
童
数
は

６
年
後
に
は
４
９
１
人
と
１
９
４
人
減

る
見
込
み
。
現
時
点
で
分
離
の
考
え
は

無
し
。
今
後
、
区
画
整
理
事
業
な
ど
児

童
、増
加
要
因
も
見
極
め
て
検
討
す
る
。

Q
新
庁
舎
で
の
全
業
務
開
始
を
素
早

く
。
ま
た
、
市
長
部
局
で
新
設
の
こ
ど

も
政
策
部
は
教
育
委
員
会
部
局
と
の
連

携
を
密
接
に
。

 

総
務
理
事
・
教
育
部
長　
極
力
、
早

期
移
転
出
来
る
よ
う
検
討
す
る
。

 

市
長　
教
育
両
部
局
職
員
に
互
い
の

業
務
を
補
執
行
さ
せ
て
密
に
連
携
す

る
。

Q
日
本
遺
産
を
活
か
し
地
域
づ
く
り

を
。

 

市
長　
「
忍
び
の
里
甲
賀
・
き
っ
と
恋

す
る
六
古
窯
を
魅
力
あ
る
物
語
」
を
つ

く
り
あ
げ
る
。
信
楽
高
原
鐵
道
に
お
け

る
新
駅
設
置
も
恒
常
的
乗
客
増
を
見
極

め
対
応
す
る
。

ＱＲコード

議員は選挙区内に暑中見舞い・年賀状などの挨拶状を出すことが禁止されています。

A Q

A Q

日本遺産の新たな魅力となる 400 年前のそのままに
甦った山上庚申山本堂
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一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

田中　將之

そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
で
対
応
す
る

「
人
へ
の
投
資
」
を
す
る
甲
賀
市
へ

Q
「
人
へ
の
投
資
」
を
す
る
甲
賀
市

に
向
け
、
子
ど
も
へ
の
投
資
と
し
て
、

０
～
２
歳
児
を
含
む
幼
児
教
育
と
、
食

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
観
点

か
ら
学
校
給
食
の
完
全
無
償
化
を
し
て

は
ど
う
か
。

　
次
に
女
性
・
若
者
へ
の
投
資
と
し
て
、

市
が
女
性
や
若
者
政
策
に
取
り
組
む
姿

が
目
に
見
え
る
よ
う
な
、
シ
ン
ボ
ル
や

活
躍
で
き
る
拠
点
整
備
が
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

　
高
齢
者
へ
の
投
資
と
し
て
、
高
齢
化

が
今
後
ま
す
ま
す
進
む
中
、
高
齢
者
の

健
康
づ
く
り
は
大
変
重
要
。
近
年
、
マ

シ
ン
を
使
っ
た
機
能
回
復
運
動
が
と
て

も
有
効
で
あ
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
示
さ

れ
て
い
る
。
地
域
の
自
治
会
館
な
ど
、

身
近
な
施
設
を
活
用
し
た
機
能
回
復
の

た
め
の
仕
組
み
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

 

市
長　
幼
児
教
育
の
無
償
化
は
、
国

の
「
幼
児
教
育
・
保
育
の
早
期
無
償
化
」

の
動
向
を
見
て
い
く
。
給
食
費
の
無
償

化
は
、
家
庭
環
境
に
よ
る
栄
養
格
差
を

縮
め
る
意
味
か
ら
も
有
効
で
あ
る
が
、

国
の
動
向
を
見
な
が
ら
、
検
討
、
研
究

し
て
い
き
た
い
。

　

女
性
・
若
者
が
活
躍
で
き
る
拠
点
は
、

ま
ち
づ
く
り
コ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

整
備
し
、
女
性
参
画
推
進
を
図
る
。

　

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
は
、
企
業
や

大
学
に
も
協
力
い
た
だ
き
、
甲
賀
ら
し

さ
が
感
じ
ら
れ
る
モ
デ
ル
事
業
を
展
開

し
普
及
・
啓
発
に
努
め
て
い
き
た
い
。

ＱＲコード

竹村　貞男

小
学
は
平
成
32
年
度
、
中
学
は
33
年
度

新
学
習
指
導
要
領
の
全
面
実
施
は

Q
授
業
時
数
の
増
加
に
伴
う
時
間
の

確
保
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
。

 

教
育
長　
５
月
末
に
文
科
省
は
平
成

30
年
度
・
31
年
度
の
移
行
期
間
の
間
、

授
業
時
間
確
保
の
た
め
に
総
合
的
な
学

習
の
時
間
の
一
部
を
英
語
に
振
り
替
え

る
措
置
を
指
示
し
て
き
た
。
今
後
、
国

や
県
の
方
針
を
十
分
注
視
し
な
が
ら
、

子
ど
も
や
教
員
に
負
担
の
か
か
ら
な
い

方
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q
教
員
の
時
間
外
勤
務
の
常
態
化
に

つ
い
て
の
見
解
は
。

 

市
長　
学
校
現
場
で
教
員
が
日
々
大

変
忙
し
く
し
て
い
る
こ
と
は
十
分
認
識

し
て
い
る
。
国
や
県
も
「
学
校
に
お
け

る
働
き
方
改
革
」に
動
き
出
し
て
お
り
、

本
市
と
し
て
も
外
部
の
識
者
を
招
い
て

の
「
甲
賀
市
教
育
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

会
議
」
を
設
置
し
、
具
体
的
な
方
策
を

早
急
に
検
討
し
て
い
く
。

Q
市
役
所
職
員
の
年
次
有
給
休
暇
の

取
得
率
と
日
数
は
ど
う
か
。

 

総
務
部
長　
年
間
の
職
員
全
体
の
繰

り
越
し
分
を
含
め
た
付
与
日
数
に
対
す

る
取
得
率
は
24
％
で
、
平
均
取
得
日
数

は
９
・
４
日
で
あ
る
。

Q
家
庭
の
日
の
定
時
退
庁
の
状
況
は
。

 

総
務
部
長　
毎
週
水
曜
日
及
び
毎
月

９
日
、
19
日
、
さ
ら
に
毎
月
末
の
金
曜

日
を
家
庭
の
日
と
し
て
、
18
時
ま
で
に

退
庁
す
る
こ
と
を
促
し
て
い
る
。

　

今
後
は
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
や

働
き
方
改
革
の
観
点
か
ら
、
勤
務
命
令

を
受
け
て
い
な
い
職
員
は
、
速
や
か
に

退
庁
す
る
よ
う
徹
底
す
る
。

ＱＲコード

議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れが禁止されています。

A Q

A Q

中学校の部活動
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ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

鵜飼　　勲

給
付
方
法
に
課
題
が
残
っ
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
給
付
事
業

Q
ネ
ッ
ト
競
売
を
認
知
し
た
経
緯
は
。

 

建
設
部
長 　
３
月
16
日
に
ネ
ッ
ト
ア

プ
リ
に
出
品
さ
れ
て
い
る
の
を
市
職
員

が
発
見
し
た
。　

Q
ネ
ッ
ト
販
売
の
実
態
把
握
は
。

 

建
設
部
長　
５
月
末
現
在
で
94
枚
の

出
品
を
確
認
し
て
い
る
。

Q
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
給
付
事

業
の
総
括
は
。

 

市
長　
今
回
の
対
象
世
帯
へ
の
給
付

率
は
66
％
に
留
ま
っ
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｏ

Ｃ
Ａ
の
認
知
度
の
低
さ
、
給
付
方
法
等

に
課
題
が
残
っ
た
。
配
布
方
法
に
つ
い

て
は
改
善
が
必
要
と
考
え
、
担
当
部
局

に
も
指
示
を
出
し
た
。

Q
「
び
わ
湖
の
日
」
県
民
の
休
日
条

例
化
に
対
す
る
見
解
は
。

 

市
長　
滋
賀
県
首
長
会
議
で
の
説
明
で

は
、
県
政
世
論
調
査
の
中
で
県
民
の
意

識
を
諮
る
と
の
こ
と
で
、
そ
の
結
果
を

受
け
知
事
の
考
え
方
を
確
認
し
た
い
。

休
日
化
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
学
校
や

企
業
ま
た
役
所
な
ど
現
場
レ
ベ
ル
で
の

課
題
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
は
、
か
な
り

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
で
は
と
考
る
。

Q
Ｃ
Ｌ
Ｔ
工
法
に
対
す
る
本
市
単
独

の
助
成
制
度
に
対
す
る
考
え
方
、
市
有

財
産
へ
の
導
入
に
対
す
る
見
解
は
。

 

市
長　
Ｃ
Ｌ
Ｔ
工
法
の
コ
ス
ト
削
減

が
図
ら
れ
更
な
る
普
及
促
進
に
つ
な
が

る
よ
う
必
要
な
制
度
に
つ
い
て
積
極
的

に
検
討
を
進
め
た
い
。
今
後
の
公
共
施

設
の
改
修
に
お
い
て
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
普

及
啓
発
も
兼
ね
て
利
用
し
た
い
。

ＱＲコード

白坂萬里子

市
と
し
て
検
討
を
進
め
て
い
く

骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
支
援
助
成
制
度
を

Q
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
支
援
助
成
制

度
の
創
設
は
。

 

市
長　
骨
髄
バ
ン
ク
登
録
は
命
を
つ

な
ぐ
善
意
で
あ
り
、
一
人
で
も
多
く
の

患
者
さ
ん
を
救
う
た
め
に
国
の
制
度
が

で
き
る
ま
で
に
、
市
と
し
て
可
能
な
制

度
の
提
案
を
参
考
に
検
討
を
進
め
る
。

Q
子
ど
も
の
見
守
り
に
つ
い
て
、
ベ

ト
ナ
ム
国
籍
の
小
３
の
女
子
児
童
が
、

保
護
者
会
の
見
守
る
立
場
の
親
か
ら
殺

害
さ
れ
た
事
件
を
ど
う
考
え
、
今
後
に

活
か
す
か
。
又
、
子
ど
も
が
自
分
の
身

を
守
る
知
恵
と
力
を
、
小
さ
い
う
ち
か

ら
学
ぶ
必
要
は
ど
う
か
。

 

教
育
長　
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
、
ま
た

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を

見
守
る
甲
賀
市
の
こ
の
風
土
を
継
続
・

強
化
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
思
っ
て

い
る
。
今
後
も
自
ら
の
身
を
守
る
方
法

を
学
ぶ
機
会
を
進
め
て
い
く
。

Q
農
村
生
活
体
験
「
忍
者
の
里
で
田

舎
体
験
」
は
、
左
記
の
通
り
質
問
。

１ 

推
進
協
議
会
と
受
け
入
れ
家
庭
の

協
議
の
場
を
開
催
し
て
は
。

２ 

入
村
式
・
離
村
式
の
送
迎
に
サ
ポ
ー

ト
を
。

３ 

受
け
入
れ
家
庭
が
心
同
じ
く
士
気

を
高
め
る
た
め
の
エ
プ
ロ
ン
や

ハ
ッ
ピ
な
ど
の
配
布
は
。

４ 

担
当
職
員
の
増
員
に
つ
い
て
は
。

５ 

忍
者
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
が
つ
い
て
い

る
以
上
、
全
て
の
生
徒
に
忍
者
屋

敷
の
観
覧
を
。

６ 

受
け
入
れ
家
庭
の
拡
大
の
計
画
は
。

（
答
弁
は
省
略
）

ＱＲコード

議員は選挙区内に病気見舞金を出すことが禁止されています。

A Q

A Q

骨髄を提供するドナー

【
C
L
T
工
法
と
は
】

ひ
き
板
を
繊
維
方
向
が
直
交
す
る
よ
う
に

積
層
密
着
し
た
パ
ネ
ル
を
使
用
し
た
工
法

対象世帯に給付されたＩＣＯＣＡ

※
※

一般質問
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一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

加藤　和孝

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
検
討
す
る

防
災
基
本
条
例
を
制
定
す
べ
き
で
は

Q
災
害
時
に
お
け
る
市
民
の
責
務
な

ど
を
明
確
に
す
る
防
災
基
本
条
例
を
制

定
す
べ
き
で
は
。
ま
た
、
緊
急
地
震
速

報
が
小
中
学
校
の
各
教
室
に
自
動
的
に

流
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
。

 

危
機
統
括
監　
防
災
基
本
条
例
に
つ

い
て
は
、（
仮
）検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

緊
急
地
震
速
報
に
つ
い
て
は
、
各
教
室

に
自
動
的
に
流
れ
る
よ
う
、
校
内
放
送

と
の
連
携
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

Q
抗
が
ん
剤
治
療
の
た
め
に
通
院
し

な
が
ら
働
く
が
ん
患
者
の
皆
様
の
経
済

的
負
担
な
ど
を
軽
減
す
べ
く
、
医
療
用

ウ
イ
ッ
グ
（
か
つ
ら
）
に
対
す
る
一
部

助
成
を
し
て
は
ど
う
か
。

 

健
福
部
長　
甲
賀
病
院
内
に
「
が
ん

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
け
、
医
療

面
や
精
神
面
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い

る
。
医
療
用
ウ
イ
ッ
グ
の
一
部
助
成
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

Q
改
正
が
ん
対
策
基
本
法
で
は
、
が

ん
に
な
っ
て
も
働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う

配
慮
す
る
こ
と
を
事
業
主
に
求
め
て
い

る
。
甲
賀
市
で
も
、
東
京
都
の
よ
う
に

患
者
の
皆
様
の
治
療
と
仕
事
の
両
立
に

配
慮
す
る
企
業
を
支
援
す
る
何
ら
か
の

制
度
が
必
要
で
は
な
い
か
。

 

健
福
部
長　
改
正
が
ん
対
策
基
本
法

の
理
念
に
基
づ
き
、
東
京
都
の
取
り
組

み
な
ど
他
の
自
治
体
の
先
進
的
な
事
例

を
調
査
分
析
し
、
が
ん
患
者
の
皆
様
の

雇
用
の
継
続
、
円
滑
な
就
職
に
繋
げ
る

た
め
の
施
策
の
研
究
を
進
め
て
い
き
た

い
。

ＱＲコード

谷永　兼二

市
民
と
の
協
働
が
必
要

オ
ー
ル
甲
賀
で
未
来
へ
つ
な
ぐ
に
は

Q
オ
ー
ル
甲
賀
で
未
来
へ
つ
な
ぐ
に

は
、職
員
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
求
め
、

ど
ん
な
職
員
像
を
描
い
て
い
る
の
か
。

 

市
長　
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
期
待

に
応
え
て
い
け
る
よ
う
、
職
員
が
今
ま

で
以
上
に
施
策
を
立
案
す
る
政
策
形
成

能
力
、
高
度
化
・
複
雑
化
す
る
自
治
体

業
務
に
対
応
す
る
た
め
の
高
い
専
門
知

識
、
ま
た
、
コ
ス
ト
意
識
・
ス
ピ
ー
ド

感
・
危
機
管
理
意
識
を
も
っ
た
行
政
経

営
感
覚
を
身
に
着
け
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
そ
れ
に
は
様
々
な
研
修
や
学
習

の
場
に
大
い
に
参
加
し
、
視
野
を
広
め

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
誠
意
を
も
っ
て
対
応

す
る
接
遇
能
力
と
人
権
意
識
を
身
に
付

け
る
と
と
も
に
、
地
域
な
ど
に
積
極
的

に
出
向
き
、
皆
さ
ま
と
語
り
、
汗
を
か

き
、
知
恵
と
工
夫
を
出
し
、
地
域
に
溶

け
込
む
事
が
大
切
で
あ
る
。

Q
市
民
活
動
団
体
等
と
行
政
と
の
協

働
の
必
要
性
と
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
う
え
で
今
後
の
展
開
は
。

 

市
長　
行
政
だ
け
で
地
域
課
題
を
す

べ
て
解
決
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
け
る
も
の
で
は
な
く
、
多
様
な
主
体

が
連
携
、
協
力
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
も
つ

得
意
分
野
を
活
か
し
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
役
割
を
明
確
に
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
協
働
が
何
よ
り
必
要
で
あ
る
。

　

市
民
活
動
団
体
が
活
動
拠
点
と
し
て

利
用
が
で
き
、
さ
ら
に
、
団
体
連
携
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
な
ど
が
で
き
る
専
門

ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
た
拠
点
的
施
設
が

必
要
と
考
え
る
。

ＱＲコード

議員は選挙区内に病気見舞金を出すことが禁止されています。

A Q

A Q

信頼される市役所・職員力向上を目指す



貴生川駅

貴生川駅

野洲川

杣川

307

128

広域農道

甲賀市役所甲賀市役所

４
東部学校給食
センター
東部学校給食
センター

新予定地

現予定地現予定地

市議会だより　No.5115

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

片山　　修

地
元
と
の
調
整
を
行
い
進
め
て
い
く

道
路
照
明
灯
の
撤
去
後
の
対
応
は

Q
「
ハ
ー
ト
ヘ
ル
ス
パ
ー
ク
甲
南
」

の
施
設
管
理
の
草
刈
り
体
制
は
。

 

教
育
部
長　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ
年
２
回
の
草
刈
作
業
を
委
託
。

今
後
は
、
予
算
を
つ
け
て
い
く
。

Q
ト
イ
レ
清
掃
や
照
明
器
具
等
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
体
制
は
。

 

教
育
部
長　
ト
イ
レ
清
掃
は
、
週
１

回
、
市
職
員
が
行
っ
て
い
る
。
照
明
器

具
等
は
、
業
者
に
よ
り
交
換
等
の
作
業

を
行
っ
て
い
る
。

Q
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生
の

管
理
は
。

 

教
育
部
長　
委
託
業
者
に
よ
る
年
間

５
回
の
施
肥
や
薬
剤
に
よ
る
除
草
及
び

病
害
虫
防
除
を
行
っ
て
い
る
。

Q
更
衣
室
や
控
え
室
の
現
状
は
。

 

教
育
部
長　
他
の
目
的
の
た
め
利
用

さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
甲
南
庁
舎
の

活
用
も
視
野
に
入
れ
、
改
善
に
向
け
て

検
討
す
る
。

Q
県
道
杉
谷
嶬
峨
線
の
希
望
ケ
丘
本

町
10
丁
目
入
口
交
差
点
の
登
下
校
、
歩

行
者
の
安
全
確
保
は
。

 

建
設
部
長　
小
中
学
生
等
が
多
く
通

行
し
て
お
り
交
差
点
形
状
か
ら
も
危
険

が
潜
ん
で
い
る
。
市
と
し
て
、
安
全
対

策
か
ら
も
早
期
に
事
業
完
了
す
る
よ

う
、
県
に
強
く
要
望
し
て
い
く
。

ＱＲコード

通学路につき危険な交差点

山中　善治

防
災
計
画
上
の
機
能
を
発
揮
で
き
る

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
立
地
に
つ
い
て

Q
建
設
当
時
、
誰
か
ら
も
理
解
さ
れ

な
か
っ
た
防
潮
堤
防
の
高
さ
の
お
か
げ

で
、
東
日
本
大
震
災
時
、
一
人
の
死
者

も
出
さ
な
か
っ
た
「
普
代
村
水
門
」
の

話
は
記
憶
に
新
し
い
。
異
常
気
象
に
よ

る
災
害
も
昨
年
は
全
国
的
に
特
に
多

か
っ
た
。

　
甲
賀
市
は
昭
和
28
年
の
「
多
羅
尾
水

害
」、
平
成
25
年
の
台
風
18
号
と
水
害

に
弱
い
市
だ
。
地
形
的
に
ゲ
リ
ラ
豪
雨

に
も
配
慮
が
必
要
だ
。
県
は
水
口
町
三

本
柳
地
区
を
想
定
浸
水
重
点
地
区
に
指

定
し
よ
う
と
も
し
て
い
る
。
給
食
セ
ン

タ
ー
の
新
予
定
地
は
水
害
に
備
え
ら
れ

て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
配
送
路
途
中

に
は
浸
水
地
区
が
あ
り
、
渋
滞
の
リ
ス

ク
な
ど
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
給
食

セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
べ
き
災
害
時
の
炊

き
出
し
拠
点
と
し
て
の
機
能
が
そ
が
れ

る
と
考
え
ら
れ
る
が
所
感
を
問
う
。

 

市
長　
新
予
定
地
が
当
初
計
画
地
と

比
較
を
し
、
市
役
所
等
行
政
機
関
か
ら

の
距
離
が
遠
く
な
る
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
が
、
市
内
業
者
な
ど
と
の
災
害
時

応
援
協
定
の
締
結
に
よ
り
食
料
や
資
材

の
確
保
能
力
を
高
め
る
。

　

約
70
㎡
の
調
理
実
習
室
も
確
保
す
る

な
ど
、
食
育
に
関
す
る
教
育
的
施
設
と

し
て
も
計
画
通
り
整
備
す
る
。

　

他
に
２
０
２
４
年
び
わ
こ
国
体
に
お

い
て
、
ゴ
ル
フ
と
軟
式
野
球
が
甲
賀
市

に
内
定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
質
問
し
、

市
長
は
ス
ポ
ー
ツ
の
裾
野
が
広
が
り
楽

し
む
機
運
を
繋
げ
る
こ
と
が
「
甲
賀
市

版
レ
ガ
シ
ー
」
と
答
弁
し
た
。

ＱＲコード

議員は選挙区内にお中元やお歳暮を出すことが禁止されています。

A Q

A Q

給食センター配置図

Q
希
望
ケ
丘
団
地
内
の
道
路
照
明
灯

の
設
置
本
数
と
撤
去
本
数
は
。

 

建
設
部
長　
道
路
照
明
灯
37
基
の
内
、

29
基
を
撤
去
。

Q
撤
去
後
の
対
応
は
。

 

建
設
部
長　
昨
年
度
は
、
４
基
更
新
。

本
年
度
も
４
基
設
置
予
定
。
今
後
は
、

地
元
と
の
調
整
を
行
い
、進
め
て
い
く
。
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一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

山岡　光広

取
り
入
れ
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る

教
育
勅
語
は
教
材
に
使
う
べ
き
で
な
い

Q
時
代
錯
誤
の
「
教
育
勅
語
」
を
学

校
教
材
に
持
ち
込
む
べ
き
で
は
な
い
。

 

教
育
長　
す
で
に
国
会
で
も
決
議
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
「
主
権
在
君
並
び
に

神
話
的
国
体
観
に
基
づ
い
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
憲
法
や
教
育
基
本
法
と
は
相

容
れ
な
い
も
の
」
と
認
識
し
て
い
る
。

（
安
倍
内
閣
の
閣
議
決
定
に
）
私
個
人

と
し
て
は
疑
問
に
思
う
。
学
校
教
育
の

中
で
取
り
立
て
て
教
育
勅
語
を
取
り
入

れ
る
必
要
は
な
い
も
の
と
考
え
る
。

Q
４
回
連
続
で
取
り
上
げ
て
い
る
就

学
援
助
制
度
「
入
学
準
備
金
」
の
支
給

時
期
を
早
め
る
こ
と
に
つ
い
て
。

 

教
育
長　
新
年
度
中
学
１
年
生
の
新

入
学
準
備
さ
れ
る
時
期
に
支
給
で
き
る

よ
う
要
綱
の
改
正
等
事
務
処
理
を
進
め

て
い
る
。
小
学
１
年
生
は
実
施
の
方
向

で
研
究
・
検
討
し
て
い
る
。

Q
県
の
国
保
運
営
協
議
会
方
針
に
対

す
る
市
長
の
意
見
照
会
は
国
保
運
協
等

の
意
見
を
ふ
ま
え
て
行
う
べ
き
。

 

市
長　
運
協
を
開
催
し
意
見
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
く
。

Q
広
域
化
に
な
っ
て
も
、
国
保
税
は

市
独
自
の
算
定
方
式
で
、
ま
た
法
定
外

繰
り
入
れ
を
認
め
、
予
防
・
保
健
事
業

も
市
の
裁
量
を
ふ
ま
え
た
拡
充
を
。

 

市
環
部
長　
広
域
化
後
も
市
の
独
自

制
度
と
し
て
継
続
し
て
い
く
。

Q
公
民
館
等
に
洋
式
ト
イ
レ
、
多
目

的
ト
イ
レ
の
整
備
を
。

 

教
育
部
長　
使
い
や
す
い
ト
イ
レ
の

整
備
は
必
要
。
可
能
な
限
り
整
備
し
て

い
く
。

ＱＲコード

安井　直明

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
秋
ま
で
に
作
成

田
舎
体
験
の
改
善
を

Q「
10
万
人
都
市
を
目
指
し
て
」
の
公

約
で
年
次
目
標
な
ど
決
め
な
い
の
か
。

 

市
長　
当
面
は
平
成
40
年
の
８
万
７

千
人
を
め
ざ
す
。

Q
現
場
で
は
多
く
の
問
題
が
あ
る
。

安
心
し
て
子
ど
も
を
保
育
で
き
る
保
育

所
・
幼
稚
園
に
。

 

こ
政
部
長　
教
材
費
・ 

給
食
の
帽
子

な
ど
実
態
を
調
べ
対
応
す
る
。

Q
近
隣
の
要
支
援
の
方
が
免
許
を
返

納
し
た
が
介
護
認
定
者
福
祉
車
両
運
賃

助
成
事
業
は
所
得
制
限
で
ダ
メ
と
の
こ

と
だ
、
所
得
制
限
を
外
す
べ
き
だ
。 

 

市
長　
所
得
制
限
を
外
す
と
、
多
く
の

予
算
を
必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
、
他
の

事
業
な
ど
整
合
性
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

Q
エ
コ
ー
バ
レ
イ
展
望
台
、
野
外
ス

テ
ー
ジ
等
の
維
持
管
理
、
修
繕
を
。 

 

建
設
部
長　
展
望
台
は
解
体
の
方
向
、

野
外
ス
テ
ー
ジ
は
平
成
29
年
度
に
撤

去
。
他
の
施
設
は
協
議
し
て
い
く
。

Q
わ
が
家
は
、
毎
年
中
学
生
を
田
舎

体
験
と
し
て
受
け
入
れ
た
。
市
の
資
料

と
し
て
中
学
生
へ
忍
者
・
特
産
・
旧
跡

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
つ
く
る
考
え
は
な

い
か
。
ま
た
、
受
け
入
れ
家
庭
の
推
移

は
ど
う
か
。

 

産
経
部
長　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
秋
に

作
成
。
受
入
れ
家
庭
登
録
は
、
昨
年
よ

り
15
軒
減
少
。
今
後
も
工
夫
を
し
、
効

果
あ
る
事
業
に
す
る
。

ＱＲコード

議員は選挙区内のお祭への寄付や差し入れが禁止されています。

A Q

A Q

危険な野外ステージ

受入れた田舎体験
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一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

橋本　律子

市
民
等
と
の
連
携
で
市
独
自
施
策
を

日
本
遺
産“
忍
者
”市
の
認
識
と
今
後

Q
第
２
次
観
光
振
興
計
画
の
中
、
観

光
関
連
施
設
の
整
備
と
あ
る
が
、
観
光

誘
客
に
つ
な
が
る
甲
南
駅
前
及
び
資
料

館
等
の
事
業
展
開
も
必
要
と
考
え
る

が
。

 

産
経
部
長　
忍
者
の
住
居
跡
と
さ
れ

る
建
物
を
整
備
活
用
し
史
跡
を
磨
き
上

げ
る
。
ま
た
魅
力
あ
る
景
観
作
り
・
宿

泊
施
設
・
特
色
あ
る
拠
点
施
設
整
備
は

民
間
活
力
を
活
か
し
た
い
。
さ
ら
に
必

要
な
見
直
し
も
重
ね
て
い
き
た
い
。

Q
“
忍
者
”へ
の
市
の
認
識
と
推
進
体

制
づ
く
り
を
ど
う
図
る
。

 

市
長　
甲
賀
市
・
伊
賀
市
は
忍
者
発

祥
の
地
と
し
て
中
心
的
役
割
を
担
う
。

両
市
で（
仮
）甲
伊
一
国
忍
者
連
盟
を
組

織
し
P
R
映
像
作
成
や
案
内
板
整
備
・

東
京
日
本
橋
オ
ー
プ
ン
予
定
「
こ
こ
滋

賀
」
の
情
報
発
信
も
視
野
に
。
周
辺
整

備
に
は
関
係
団
体
。
民
間
事
業
者
と
連

携
を
。

Q
甲
賀
市
の
観
光
協
会
に
つ
き「
オ
ー

ル
甲
賀
」
で
一
本
化
を
図
っ
て
は
。

 

市
長　
市
と
し
て
、
ま
ず
観
光
D
M
O

の
設
立
を
優
先
し
た
い
。
観
光
戦
略
等

も
ご
理
解
い
た
だ
き
精
力
的
議
論
い
た

だ
き
、
統
一
化
へ
と
考
え
る
。

Q
「
新
し
い
ふ
れ
あ
い
社
会
」
の
構

築
に
向
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す

る
行
政
の
期
待
と
評
価
は
。

 

健
福
部
長　
登
録
は
１
２
１
団
体
会

員
２
４
５
６
人
。
市
が
目
指
す
地
域
福

祉
の
推
進
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
た
だ
き
、市
と
の
連
携
強
化
が
必
要
。

Q
退
職
後
に
社
会
参
加
の
き
っ
か
け

を
。

 

健
福
部
長　
生
き
が
い
対
策
と
し
て

も
大
切
。

ＱＲコード

甲賀市新庁舎

田中　新人

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
、防
災
拠
点
形
成

甲
賀
市
新
庁
舎
で
期
待
さ
れ
る
効
果
は

Q
新
庁
舎
で
期
待
さ
れ
る
効
果
と
業

務
シ
ス
テ
ム
は
ど
う
か
。

 

総
務
理
事　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
つ
い
て
は
、
市
民
利
用
が
多
い
、
届

出
や
証
明
書
の
発
行
、
福
祉
や
税
、
子

育
て
な
ど
の
窓
口
を
１
階
・
２
階
に
集

約
し
て
お
り
、
ま
た
、
東
西
の
玄
関
付

近
に
は
、
従
来
の
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー

に
変
わ
り
総
合
案
内
を
設
け
丁
寧
か
つ

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
誘
導
に
努
め
て
い

る
。

　

防
災
拠
点
の
形
成
は
、
大
規
模
な
地

震
が
発
生
し
た
場
合
で
も
確
実
に
防
災

対
応
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
基
礎
部
分
は

免
震
構
造
を
採
用
し
３
日
間
機
能
を
維

持
で
き
る
自
家
発
電
機
や
受
水
槽
、
非

常
時
汚
水
槽
な
ど
を
設
置
し
て
い
る
。

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
導
入

は
、
高
齢
者
や
障
害
者
、
子
ど
も
連
れ

の
方
な
ど
に
配
慮
し
た
多
目
的
ト
イ

レ
、
授
乳
室
、
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
、
思

い
や
り
駐
車
場
を
設
置
。
障
害
者
の
方

に
配
慮
し
音
声
誘
導
装
置
も
取
り
付
け

て
い
る
。

Q
買
い
物
弱
者
へ
の
支
援
は
。

 

産
経
部
長　
買
い
物
弱
者
の
数
は
増

加
傾
向
に
あ
り
、
支
援
に
つ
い
て
は
、

福
祉
部
門
と
連
携
し
、
あ
ら
ゆ
る
角
度

か
ら
有
効
な
対
策
を
検
討
す
る
。

Q
泉
西
交
差
点
の
見
通
し
改
善
は
。

 

産
経
部
長　
植
栽
し
て
い
る
樹
木
が

成
長
し
、
枝
葉
の
張
り
出
し
に
よ
っ
て

交
差
点
の
見
通
し
が
悪
く
な
っ
て
お

り
、
交
通
に
支
障
が
出
な
い
よ
う
、
速

や
か
に
剪
定
を
行
っ
た
が
、
充
分
で
な

い
部
分
は
、適
切
な
維
持
管
理
を
す
る
。

ＱＲコード

議員や後援会が選挙区内に有料の挨拶広告を出すと処罰されます。

A Q

A Q

甲賀流
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一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

林田　久充

提
案
制
度
を
さ
ら
に
進
め
る

市
民
協
働
提
案
制
度
の
感
想
は

Q
東
海
道
に
ぎ
わ
い
拠
点
整
備
事
業

と
は
何
か
。

 

総
政
部
長　
国
の
交
付
金
を
活
用
し

て
、
旧
東
海
道
の
賑
わ
い
再
興
拠
点
施

設
を
、
水
口
町
地
域
の
空
き
町
家
を
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
す
る
。

Q
水
口
の
中
心
市
街
地
の
活
性
化
策

の
必
要
性
は
ど
う
か
。

 

総
政
部
長　
み
な
く
ち
自
治
振
興
会

や
綾
野
自
治
振
興
会
と
も
意
見
を
重
ね

な
が
ら
、
水
口
宿
活
性
化
に
向
け
た
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
取
り
組
む
。

Q
地
方
創
生
の
視
点
で
空
き
家
を
活

か
し
た
旧
町
地
域
の
市
街
地
活
性
化
策

は
。

 

市
長　
地
域
の
実
情
に
即
し
た
形
で
、

民
間
活
力
の
導
入
等
検
討
を
進
め
る
。

Q
市
民
協
働
提
案
制
度
の
今
後
の
報

告
会
の
在
り
方
は
。

 

総
政
部
長　
成
果
発
表
会
は
、
市
民
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
自
治
振
興
会
、
議
員
等
よ
り

多
く
の
参
加
を
工
夫
し
、
協
働
の
意
義

を
考
え
る
機
会
に
し
た
い
。

Q
市
長
の
感
想
と
手
ご
た
え
は
。

 

市
長　
こ
の
提
案
制
度
を
さ
ら
に
前

進
さ
せ
、
望
ま
れ
れ
ば
新
た
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
へ
の
展
開
に

結
び
付
く
よ
う
に
研
究
を
進
め
る
。

Q
甲
賀
市
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
今
後
の
事
業
展
開
は
。

 

市
長　

支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
今
回
、

既
存
の
施
設
を
使
っ
て
甲
賀
町
に
オ
ー

プ
ン
し
た
。
今
後
、
利
用
状
況
も
踏
ま

え
、
甲
賀
市
全
体
の
子
育
て
応
援
施
設

の
整
備
、
機
能
に
つ
い
て
望
ま
し
い
形

を
検
討
し
て
い
く
。

ＱＲコード

土山　定信

精
査
し
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に

『
あ
い
コ
ム
こ
う
か
』
の
今
後
は

Q
㈱
あ
い
コ
ム
こ
う
か
の
資
本
金

３
千
万
円
は
、
ど
う
決
定
し
た
か
。

 

総
政
部
長　
東
近
江
市
や
、
旧
水
口

事
例
を
参
考
に
、
目
標
額
を
定
め
、
市

の
判
断
で
特
定
の
事
業
所
に
発
起
人
を

要
請
し
発
起
人
会
で
承
認
さ
れ
た
。

Q
資
本
金
の
増
資
計
画
は
な
い
の
か
。

 

総
政
部
長　
長
期
損
益
計
画
が
確
実

に
履
行
さ
れ
て
い
る
か
否
か
見
極
め
て

か
ら
検
討
し
た
い
。

Q
発
起
事
業
者
募
集
方
法
の
中
で
、

「
放
送
を
自
ら
が
や
り
た
い
」
と
意
欲

の
あ
る
企
業
は
な
か
っ
た
の
か
。

 

総
政
部
長　
本
会
社
は
、
募
集
設
立

で
は
な
く
、
発
起
設
立
で
あ
り
、
公
益

的
な
展
開
を
さ
れ
て
い
る
企
業
や
、
社

会
貢
献
な
ど
で
、
市
が
選
定
を
し
た
も

の
で
あ
り
、
募
集
し
た
の
で
は
な
い
。

Q
第
一
の
不
幸
は
そ
こ
か
ら
始
ま
っ

て
い
る
と
思
う
。
そ
れ
で
は
、
市
が
選

定
し
て
、
立
ち
上
げ
た
あ
い
コ
ム
こ
う

か
で
あ
り
経
営
の
責
任
が
す
べ
て
そ
の

会
社
で
あ
る
と
の
考
え
は
無
理
が
な
い

か
。
今
後
の
対
応
は
。

 

副
市
長　
私
も
当
初
設
定
さ
れ
た
資

本
金
に
つ
い
て
は
、
事
業
規
模
か
ら
み

る
と
、
少
な
い
と
考
え
て
は
い
る
。
し

か
し
初
期
投
資
は
市
が
５
億
円
の
貸
付

を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
第
三
セ
ク

タ
ー
と
言
っ
て
も
民
間
企
業
で
あ
る
。

ま
ず
は
自
ら
策
定
さ
れ
た
中
期
ビ
ジ
ョ

ン
に
基
づ
く
事
業
収
入
の
確
保
及
び
経

費
の
削
減
が
着
実
に
行
う
こ
と
が
大
前

提
で
あ
る
。

ＱＲコード

後援会が選挙区内に花輪・香典・祝儀などを出すと処罰されます。

A Q

A Q

市民協働事業提案制度報告会

あ
い
コ
ム
こ
う
か
番
組
案
内
よ
り
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一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

小西喜代次

合
併
特
例
債
の
期
限
内
で
事
業
進
め
る

拙
速
す
ぎ
る
コ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画

Q
甲
賀
病
院
の
「
独
立
行
政
法
人
化
」

あ
り
き
で
な
く
時
間
を
か
け
た
議
論
が

必
要
で
あ
る
。市
長
の
所
見
は
ど
う
か
。

 

市
長　
甲
賀
、湖
南
両
市
議
会
、ま
た
、

一
部
事
務
組
合
議
会
の
議
会
で
十
分
に

議
論
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。

Q「（
仮
称
）ま
ち
づ
く
り
コ
ア
・
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
計
画
は
、
庁
内
議
論
だ

け
で
議
会
に
も
突
然
提
案
さ
れ
て
き

た
。
給
食
セ
ン
タ
ー
予
定
地
変
更
に
伴

う
も
の
で
合
併
特
例
債
の
期
間
内
と
い

う
理
由
。
拙
速
な
結
論
は
避
け
、
広
く

時
間
を
か
け
た
議
論
が
必
要
で
な
い

か
。

 

市
長　
財
政
面
に
お
い
て
、
有
利
な

財
源
で
あ
る
合
併
特
例
債
が
活
用
で
き

る
期
限
内
に
進
め
る
。

Q
４
月
25
日
に
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ

イ
ル
発
射
に
伴
い
公
的
機
関
の
広
報
な

ど
の
情
報
も
な
い
中
、
市
内
学
校
で
子

ど
も
に
文
書
が
配
布
さ
れ
、
子
ど
も
た

ち
に
不
安
と
恐
怖
を
与
え
た
。
配
布
に

あ
た
っ
て
冷
静
な
判
断
が
必
要
で
は
な

か
っ
た
か
。

 

教
育
長　
県
下
一
斉
の
指
示
で
、
臨

時
休
業
と
な
る
こ
と
の
通
知
は
必
要
な

措
置
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

Q
住
民
の
願
い
に
応
え
コ
ミ
バ
ス
の

雲
井
・
長
野
間
の
運
行
を
求
め
る
。

 

建
設
部
長　
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
検
討
、

信
楽
高
原
鐵
道
と
の
乗
継
の
見
直
し
で

利
便
性
の
向
上
を
図
る
。

Q
国
道
３
０
７
号
枚
方
方
面
の
勅
旨

信
号
の
渋
滞
解
消
の
た
め
、
右
折
だ
ま

り
の
設
置
な
ど
具
体
策
を
求
め
る
。

 
建
設
部
長　
県
に
強
く
働
き
か
け
る
。

ＱＲコード

国道307号枚方方面の勅旨信号（高原台入口）

橋本　恒典

商
店
等
の
撤
退
や
空
き
家
が
増
加

市
の
中
心
市
街
地
の
現
状
は

Q
市
の
中
心
市
街
地
の
考
え
方
は
。

 

市
長　
水
口
地
域
内
の
旧
東
海
道
沿

い
に
位
置
す
る
旧
市
街
地
を
基
本
と
し

て
庁
舎
周
辺
も
含
め
た
区
域
と
、
概
ね

中
学
校
区
単
位
の
生
活
圏
に
お
い
て
駅

や
商
店
街
を
含
め
た
地
域
と
認
識
。

Q
中
心
市
街
地
の
現
状
は
。

 

総
政
部
長　
商
店
等
の
撤
退
や
空
き

家
の
増
加
等
が
進
ん
で
い
る
。

Q
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
は
。

 

総
政
部
長　
国
の
認
定
基
準
が
厳
し

い
が
、
必
要
性
を
見
極
め
判
断
す
る
。

Q
「
忍
者
の
里
こ
う
か
で
田
舎
体
験
」

の
成
果
と
課
題
は
。

 

産
経
部
長　
田
舎
の
生
活
を
通
し
て

の
経
験
や
、
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。
甲
賀
ら
し
い
プ
ロ
グ
ラ

ム
等
ま
だ
ま
だ
工
夫
の
余
地
が
あ
る
。

Q
幼
稚
園
・
保
育
園
の
現
状
と
今
後

の
施
設
整
備
は
。

 

こ
政
部
長　
適
宜
老
朽
化
等
に
対
応

し
た
補
修
工
事
を
実
施
し
て
お
り
、
今

後
も
必
要
な
整
備
を
行
っ
て
い
く
。

Q
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
現
状
は
。

 

こ
政
部
長　
衛
生
面
、
安
全
面
で
条

例
基
準
を
下
回
る
ク
ラ
ブ
は
な
い
。

Q
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
こ
こ
も
ー

り
」
の
運
営
状
況
は
。

 

こ
政
部
長　
５
月
末
で
４
１
５
９
人
、

一
日
平
均
１
１
９
人
が
利
用
。

ＱＲコード

選挙区内の議員に対し、寄付を出すように勧誘や要求をすることは禁止されています。

A Q

A Q

中心市街地の活性化に期待される甲賀病院跡地

忍術村での忍者体験
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一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

森田　久生

誘
致
に
向
け
て
積
極
的
に
発
信
す
る

33
年
全
国
植
樹
祭
会
場
を
甲
賀
市
に

　

今
回
は
①
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
滋
賀

環
境
課
題
と
、
地
元
「
甲
賀
地
域
振
興

事
業
」
に
つ
い
て
、
②
平
成
33
年
開
催

の
全
国
植
樹
祭
の
メ
ー
ン
会
場
を
甲
賀

市
に
誘
致
す
る
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

Q
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
滋
賀
の
環
境

問
題
、
特
に
最
近
の
硫
化
水
素
に
よ
る

悪
臭
発
生
課
題
に
対
す
る
市
の
認
識

は
。

 

市
環
部
長　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
平
成

28
年
度
１
２
８
０
万
円
を
投
じ
て
悪
臭

除
去
に
取
組
ん
で
い
る
。
現
在
は
、
環

境
基
準
を
下
回
り
健
康
面
に
も
影
響
は

な
い
が
、
引
続
き
市
も
関
与
し
地
元
住

民
の
不
安
解
消
に
努
め
た
い
。

Q
産
廃
処
分
場
新
設
に
伴
う
、
周
辺

地
域
へ
の
風
評
被
害
対
策
と
し
て
の

「
甲
賀
地
域
振
興
事
業
」
の
進
捗
状
況

と
今
後
の
事
業
促
進
に
向
け
た
展
望

は
。

 

総
政
部
長　
前
期
末
現
在
、
助
成
金

ベ
ー
ス
進
捗
率
は
54
％
。
期
限
の
延
伸

と
事
業
内
容
の
見
直
し
を
県
当
局
と
協

議
を
重
ね
、
今
年
３
月
に
は
助
成
期
間

を
平
成
34
年
度
ま
で
延
伸
、
事
業
計
画

内
容
も
見
直
し
協
議
を
進
め
る
旨
の
協

定
を
締
結
し
一
歩
前
進
し
た
。
地
域
が

求
め
る
事
業
を
実
施
し
て
行
く
。

Q
平
成
33
年
に
滋
賀
県
が
積
極
的
に

誘
致
を
進
め
る
第
72
回
全
国
植
樹
祭
。

そ
の
メ
ー
ン
会
場
を
是
非
、
当
甲
賀
市

に
誘
致
促
進
を
市
長
に
提
言
し
た
い
。

 

市
長　
市
の
面
積
の
７
割
が
森
林
の

当
市
は
琵
琶
湖
有
数
の
水
源
林
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
開
催
地
に
大
変
ふ
さ
わ
し

い
。積
極
的
に
内
外
に
発
信
し
て
行
く
。

ＱＲコード

小河　文人

地
域
医
療
を
担
う
大
切
な
病
院
で
あ
る

信
楽
中
央
病
院
の
役
割
は

Q
信
楽
中
央
病
院
新
改
革
プ
ラ
ン
が

公
表
さ
れ
た
が
。

 

健
福
部
長　
地
域
医
療
を
担
う
一
次

医
療
機
関
と
し
て
公
立
病
院
の
役
割
を

果
た
し
経
営
基
盤
を
図
る
た
め
作
成
。

Q
経
営
評
価
委
員
会
の
機
能
と
し
て
、

報
告
会
議
に
な
っ
て
い
な
い
か
。
前
回

一
般
質
問
で
透
析
患
者
の
信
楽
中
央
病

院
で
の
開
設
を
質
問
し
た
が
「
委
員
会

で
協
議
す
る
」
と
答
弁
さ
れ
て
い
る
。

議
事
録
等
に
報
告
の
み
で
審
議
・
検
討

さ
れ
て
な
い
の
で
は
。
今
後
検
討
し
て

も
ら
い
た
い
が
。

 

健
福
部
長　
本
プ
ラ
ン
に
記
載
す
る

に
は
至
っ
て
い
な
い
。

Q
病
院
の
再
編
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に

つ
い
て
水
口
診
療
所
と
信
楽
中
央
病
院

の
役
割
、
一
般
財
源
の
繰
出
し
は
。

 

健
福
部
長　
信
楽
中
央
病
院
、
水
口

診
療
所
は
在
宅
医
療
に
需
要
増
に
応
え

る
施
設
で
は
共
通
し
て
い
る
。

　

信
楽
中
央
病
院
は
、
回
復
機
能
の

病
床
を
備
え
た
病
院
僻
地
医
療
、
出

張
診
療
所
、
不
採
算
部
門
を
担
い
な

が
ら
地
域
医
療
を
担
う
役
割
で
あ
る
。

２
億
３
千
万
円
（
国
か
ら
の
交
付
税
措

置
１
億
４
千
万
円
）。

　

水
口
診
療
所
は
周
り
に
あ
る
病
院
の

補
完
的
診
療
所
で
、
老
健
施
設
と
合
わ

せ
２
億
３
千
万
円
（
診
療
所
に
１
千
万

円
ま
で
ほ
と
ん
ど
が
一
般
財
源
）。

Q
信
楽
警
部
交
番
の
跡
地
を
利
用
し
、

救
急
車
や
路
線
バ
ス
が
入
り
や
す
く
し

て
は
ど
う
か
。

 

総
務
理
事　
帰
属
決
定
後
検
討
す
る
。

ＱＲコード

選挙区内の有権者が威迫あるいは議員を陥れる目的で寄付を求めると処罰されます。

A Q

A Q

５月28日に参加した（第68回）全国植樹祭会場
【富山県魚津市メーン会場にて】

地域医療を担う信楽中央病院



新庁舎の議会・議場はどのように。
庁舎５階に機能や設備を充実した。
議会の傍聴は出来るのですか？
議会傍聴はどなたでも傍聴できます。
（児童・乳幼児は原則お断りしています。）

本会議、常任委員会及び特別委員会は原則公開です。議場の傍聴席は
50 席あります。
身体の不自由な方の傍聴は？
事務局にお知らせください。専用エレベーターで傍聴席までご案内しま
す。
また、聴覚に障がいのある方には、傍聴希望日の７日前までにお知らせ
いただければ手話通訳者を配置します。

新庁舎での議員活動は？
議場での議員発言は大型モニターに映し出され、見える化が図
られます。
議員活動をより深めるため、会派控室が設けられ、議事議案を
協議し、熟知することができます。また、議会図書室もあり、
議員活動に必要な情報を得ることもできます。

充実した設備で活発な議会活動を充実した設備で活発な議会活動を
Q
A
Q
A

Q
A

Q
A

車いすエレベーターで
議場傍聴席へ

議会傍聴席

議長席からの傍聴席

市議会だより　No.5121

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

竹若　茂國

佐
治
、稗
谷
方
面
の
全
頭
捕
獲
を
行
う

「
猿
害
」の
積
極
的
な
対
策
を

Q
猿
害
対
策
が
進
ん
で
い
な
い
の
で

は
。

 

産
経
部
長　

猪
、
シ
カ
は
防
護
柵
、

狩
猟
に
よ
り
一
定
の
成
果
が
出
て
い

る
。
猿
は
県
管
理
計
画
に
よ
り
個
体
調

整
が
さ
れ
て
お
り
、
減
少
し
て
い
な
い

の
が
現
状
。

Q
隣
の
伊
賀
市
で
は
、
一
部
を
檻
に

よ
る
全
頭
捕
獲
を
行
っ
て
い
る
。
甲
賀

市
も
で
き
な
い
の
か
。

 

産
経
部
長　
伊
賀
市
で
Ｂ
群
の
捕
獲

に
成
功
し
た
。
甲
賀
市
も
恩
恵
を
受
け

て
い
る
。
甲
賀
市
も
加
害
の
大
き
い
群

れ
を
全
頭
捕
獲
す
る
計
画
で
進
め
て
い

る
。

《
公
共
施
設
の
管
理
運
営
》

Q
庁
舎
周
辺
整
備
計
画
と（
仮
）ま
ち

づ
く
り
コ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
合
性

は
。

 

産
経
部
長　
庁
舎
周
辺
整
備
計
画
が

遅
れ
て
お
り
、
早
急
に
進
め
る
。
市
民

活
動
拠
点
の「
き
ず
な
」（
旧
消
防
署
）の

老
朽
化
等
に
よ
り
、
市
民
グ
ル
ー
プ
の

活
動
拠
点
が
必
要
。

Q
甲
南
庁
舎
の
利
活
用
は
。

 

総
務
部
長　
甲
南
地
域
等
の
公
共
施

設
の
集
約
、
公
共
団
体
事
務
所
、
甲
南

地
域
市
民
の
交
流
の
場
等
に
活
用
し
た

い
。
地
域
の
皆
様
の
議
論
を
踏
ま
え
て

検
討
し
た
い
。

ＱＲコード

議員が選挙区内にあるもの対して寄付をすることは、いかなる名義でも禁止されています。

A Q

里山に現れる野生猿



全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰

全
国
市
議
会
議
長
会

社
会
文
教
委
員
会
委
員
に

感
謝
状

全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰

　第
93
回
定
期
総
会
に
お
い
て

全
国
市
議
会
議
長
会
よ
り
通
算

15
年
以
上
議
員
と
し
て
在
職
さ

れ
た
こ
と
に
対
し
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　平
成
28
年
度
に
お
い
て
全
国

市
議
会
議
長
会
の
社
会
文
教
委

員
会
委
員
を
勤
め
ら
れ
た
こ
と

か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

全
国
市
議
会
議
長
会

社
会
文
教
委
員
会
委
員
に

感
謝
状

３議員表彰される

辻　重治 議員 的場計利 議員 橋本律子 議員辻　重治 議員 的場計利 議員 橋本律子 議員
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特別委員会などの動き
３
月
29
日
・
５
月
24
日
委
員
会
を
開
催

　

信
楽
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
及
び
信

楽
伝
統
産
業
会
館
建
設
工
事
・
設
計
業

務
整
備
の
説
明
を
受
け
る
。

Q
市
民
セ
ン
タ
ー
及
び
伝
統
産
業
会

館
建
設
の
応
募
資
格
に
見
合
う
県
内
業

者
は
。

A
10
社
か
ら
20
社
あ
る
が
、セ
ン
タ
ー

だ
け
で
な
く
伝
統
産
業
会
館
の
展
示
部

分
も
考
慮
し
て
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る

と
こ
ろ
を
選
定
し
て
い
く
。

Q
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
よ
り
も
コ
ン

ペ
方
式
で
デ
ザ
イ
ン
を
競
い
合
う
方
が

　

５
月
26
日
、
甲
賀
市
役
所
で
29
年
度

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
岩
永
市
長
や
県
議
会
議

員
、
整
備
区
間
指
定
を
実
現
す
る
会
の

方
々
の
出
席
の
も
と
行
な
い
ま
し
た
。

　

こ
の
道
路
は
名
神
高
速
道
路
、
新
名

神
高
速
道
路
、
名
阪
国
道
の
東
西
の
国

土
軸
を
南
北
に
結
ぶ
も
の
で
、
産
業
、

経
済
、
文
化
の
交
流
お
よ
び
周
辺
地
域

の
社
会
基
盤
の
強
化
と
地
域
振
興
に
大

い
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
大
災
害
時

に
お
け
る
緊
急
輸
送
、
避
難
経
路
と
し

て
も
重
要
な
道
路
で
す
。

　

６
月
27
日
に
は
名
神
名
阪
連
絡
道
路

整
備
区
間
を
実
現
す
る
会
の
総
会
が
開

催
さ
れ
る
と
と
も
に
、
７
月
10
日
に
は

同
期
成
同
盟
会
の
総
会
も
開
催
さ
れ
る

な
ど
、
官
民
挙
げ
て
の
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

議
員
連
盟
で
は
国
や
県
へ
の
要
望
、

関
係
市
町
へ
の
協
力
要
請
を
重
ね
な
が

ら
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

庁
舎
整
備
特
別
委
員
会

名
神
名
阪
連
絡
道
路
整
備
促
進
議
員
連
盟
の
総
会
を
開
催

い
い
の
で
は
。

A
コ
ン
ペ
方
式
に
な
る
と
、
デ
ザ
イ

ン
の
中
か
ら
選
択
す
る
形
に
な
る
が
、

業
者
を
決
め
て
、
地
域
・
関
係
者
等
に

意
見
を
聞
き
、
そ
れ
ら
を
反
映
さ
せ
て

デ
ザ
イ
ン
を
決
め
て
い
き
た
い
こ
と
か

ら
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
実
施
し
た

い
。

Q
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
選
定
さ
れ
た
業

者
の
デ
ザ
イ
ン
を
誰
が
判
断
し
、
そ
の

デ
ザ
イ
ン
能
力
の
業
者
選
定
を
市
の
職

員
で
で
き
る
の
か
。

A
い
ろ
い
ろ
と
や
っ
て
こ
ら
れ
た
実

績
を
見
て
、
デ
ザ
イ
ン
能
力
を
判
断
し

て
い
く
。

【
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
（
技
術
提
案

書
競
技
方
式
）】

　
複
数
の
設
計
者
か
ら
「
技
術
提
案

（
設
計
体
制
、
実
施
方
法
等
の
企
画
・

提
案
）」
を
求
め
、
必
要
に
応
じ
て

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
い
、
そ
の
中
か
ら
最
も
良
い

「
設
計
者
（
人
）」
を
選
ぶ
方
法
。

【
コ
ン
ペ
方
式
（
設
計
競
技
方
式
）】

　
複
数
の
設
計
者
か
ら
具
体
的
な

「
設
計
案
」
の
提
出
を
求
め
、
そ
の

中
か
ら
最
も
良
い
「
設
計
案
」
を
選

ぶ
方
式
。

用
語
解
説



市
　長

開
　会

本会議委員会

審

査

討

論

採

決

議
案
の
提
出

提
案
理
由
説
明

議
案
質
疑

本会議

委
員
長
報
告

討

論

採

決

閉
　会

一般質問
招
　集

付
　託

議
会
は
こ
の
よ
う
な

流
れ
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

議 会
ひと口
メ モ

市議会だより　No.5123

甲
賀
広
域
行
政
組
合
議
会

【
開
会
】

定
例
会
（
甲
賀
市
の
場
合
は
、３
月
・
６
月
・
９
月
・

12
月
）
は
市
長
の
招
集
に
よ
っ
て
開
か
れ
ま
す
。

な
お
、
本
会
議
は
原
則
と
し
て
議
員
定
数
の
半
数

以
上
の
議
員
が
出
席
し
な
け
れ
ば
開
く
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

【
提
案
理
由
説
明
】

予
算
案
や
条
例
案
な
ど
の
議
案
の
内
容
と
提
案

理
由
に
つ
い
て
、
提
案
者
が
説
明
し
ま
す
。

【
議
案
質
疑
】

提
案
さ
れ
た
議
案
に
対
し
て
、
そ
の
内
容
や
提
案

の
理
由
な
ど
に
つ
い
て
き
く
こ
と
を
い
い
ま
す
。

【
一
般
質
問
】

議
員
が
市
長
な
ど
執
行
機
関
に
対
し
て
、
広
く
市

政
に
関
し
報
告
や
説
明
を
求
め
た
り
、
質
問
な
ど

を
行
う
こ
と
を
い
い
ま
す
。
各
会
派
を
代
表
し
て

行
う
代
表
質
問
（
通
常
を
３
月
定
例
会
）
が
あ
り

ま
す
。

【
委
員
会
付
託
】

提
案
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当

す
る
各
委
員
会
に
審
査
を
ゆ
だ
ね
ま
す
。

【
委
員
会
で
の
審
査
】

各
委
員
会
で
は
、
本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
議
案
や

市
民
か
ら
の
請
願
に
つ
い
て
詳
細
に
審
査
し
ま

す
。

【
委
員
長
か
ら
の
報
告
】

各
委
員
会
で
の
審
査
結
果
を
本
会
議
で
委
員
長

が
報
告
し
ま
す
。

【
討
論
・
採
決
】

委
員
長
が
報
告
し
た
議
案
な
ど
に
対
し
て
賛
成
・

反
対
の
意
見
を
表
明
し
た
あ
と
、
議
案
に
対
す
る

採
決
を
行
い
ま
す
。

【
閉
会
】

議
会
に
付
さ
れ
た
す
べ
て
の
議
件
に
関
し
て
の

審
議
を
終
え
た
後
、
閉
会
し
ま
す
。

　

７
月
５
日
、
行
政
組
合
臨
時
議
会

開
催
。
全
員
賛
成
に
て
可
決
。

　
議
決

◆
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算　

　
「
家
庭
用
燃
え
る
ご
み
指
定
袋
」
及

び
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
専
用
指
定
袋
」
を
、

平
成
30
年
度
よ
り
、
湖
南
市
・
甲
賀
市

の
両
市
で
統
一
す
る
た
め
の
予
算
計

上
。

Q
ど
の
よ
う
な
理
由
で
、
袋
の
統
一

を
計
画
し
た
の
か
。

 

事
務
局
長　
両
市
の
袋
を
統
一
す
る

こ
と
に
よ
り
、
皆
さ
ん
の
購
入
時
の
利

便
性
を
高
め
る
た
め
。

Q
こ
の
統
一
に
よ
り
、
印
刷
費
等
ど

の
程
度
コ
ス
ト
削
減
に
な
る
の
か
。

 

事
務
局
長　
全
体
と
し
て
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
は
考
え
ら
れ
る
。（全

員
賛
成
）

海外に寄贈する消防車

　
契
約

◆
化
学
消
防
車
２
型
及
び
高
規
格
救
急

自
動
車
の
更
新
に
つ
い
て

　

化
学
消
防
車
は
、
５
３
４
６
万
円
に

て
契
約
、
水
口
消
防
署
に
配
備
。

　

高
規
格
救
急
自
動
車
は
、
２
７
３
２

万
円
に
て
契
約
、
土
山
分
署
配
備
。

　

な
お
、
追
加
説
明
と
し
て
、
更
新
に

よ
り
一
線
を
退
い
た
消
防
自
動
車
２
台

は
、
国
際
貢
献
と
し
て
、
途
上
国
に
寄

贈
さ
れ
ま
す
。

化学消防車・高規格救急自動車の更新



この広報紙は古紙パルプを配合しています。

▼九州北部地域の記録的な豪雨
で被災されました皆様方に心より
お見舞い申し上げます。土砂崩
れ、河川氾濫、家屋浸水の水害の
報道には、当市の過去の災害が
よぎりました。改めて防災、減災に
備えた対策の必要性を痛感しま
した。 ▼さて、６月議会から新しい
庁舎となり、私たち議員も心を引
き締め努力していかなければなり
ません。広報委員としても紙面の
バランスはもちろんのこと議員間
のあつい議論をしっかり伝えさら
に読みやすく、親しみのある内容
にしていきたいと考えています。

　 （広報特別委員　橋本律子）

９月議会の予定
８月23日
８月24日
８月31日
９月１日
９月４日
９月５日
９月６日
９月７日
９月８日
９月11日
９月12日
９月13日
９月14日
９月15日
９月19日
９月21日

本会議（第１日）議案上程
本会議（第２日）議案上程
本会議（第３日）議案審議
本会議（第４日）一般質問
本会議（第５日）一般質問
本会議（第６日）一般質問
本会議（第７日）一般質問

　委員会

本会議（第８日）最終日

　水口岡山城は、天正13年（1585年）、豊臣秀
吉の命によって築城され、東海道を眼下に見
据える立地から、秀吉の天下統一における東
国制覇の足掛かりの城と位置づけられまし
た。その後、「五奉行」に名を連ねる増田長盛・
長束正家が城主となり、豊臣政権下の拠点 城
郭として機能します。しかし、関ヶ原の戦い

の後、徳川幕府によって廃城とされ、江戸時代には水口藩の御用林となりました。
 　現在は通称「城山」と呼ばれ、市民に親しまれており、山中に残る石垣などの遺構から
当時の面影が偲ばれます。
　現在の水口地域の基盤は、水口岡山城の築城によって整備され、その後、江戸時代の水口
宿として栄え、現在に至ります。
　まさに、水口岡山城跡は地域のシンボルです。 そのような城跡が紫香楽宮跡・垂水斎王頓宮・
甲賀郡中惣遺跡群に次いで、４つ目の国史跡に指定されました。豊臣政権を支えた拠点とし
ての歴史的背景に加え、石垣や堀切などの城の遺構が良好に残ることが高く評価されました。

24

こうか再発見こうか再発見こうか再発見

　信楽高原鐵道の車窓
から眺められる、「牛飼
田んぼアート」は今年
で３年目、６月３日に

開催されました。今秋には「忍者たぬき」が
浮かび上がります。小さな子どもさんから大
人まで100名を越える参加者で賑わっていま
した。本年は
日本遺産に本
市の忍者、信
楽焼が認定さ
れ、多くの方
が忍者の衣装
で田植えをさ
れていました。
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水口町水口
水口岡山城跡（国指定史跡）
水口町水口
水口岡山城跡

2017.8

（国指定史跡）

紙面から動画にリンク!
議会質問をスマホ・タブレットで視聴

各議員の顔写真の下のＱＲコードをスマート
フォンなどで読み取ると、その議員の一般質
問などの動画をご覧いただけます。
※視聴の際のデータ通信料はご自身の負担となります。

　これまでパソコンや「あいコムこうか」からしか見ら
れませんでしたが、３月定例会からスマートフォンやタ
ブレット端末でも映像を見られるようになりました。
　日程や議員名などから映像を探す機能もありますの
で、スマートフォンやタブレット端末で気軽にアクセス
してください。

スマホで議会中継が
みられます!!
スマホで議会中継が
みられます!!

しがらきのみやあと たるみさいおうとんぐう

こうかぐんちゅうそういせきぐん

しろやま


